
第
二
編

原

始



、



概

説

矢
吹
町
は
、
福
島

県
西
白
河
郡

の
北
東
部

に
位
置

し
、
町
域
六
〇

・
七
九
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
有

し
て
い
る
。
北

地

形

的

特

色

部

は
、
岩
瀬
郡
鏡
石
町
、
北
西
部

は
同
郡
天
栄
村
、
西
部
は
西
白
河
郡
大
信
村
、
南
部
は
同
郡

の
泉
崎
村

・
中
島
村
、

東
部
は
石
川
郡
の
玉
川
村

・
石
川
町
と

に
接

し
て
い
る
。

地
形
的

に
は
、
阿
武
隈
山
地
と
奥
羽
脊
梁
山
脈
と
に
狭
ま
れ
、
南
北

に
長
く

の
び
る
中
通
り
低
地
帯
の
南
端
近
く
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
の

中
通
り
低
地
帯

を
阿
武
隈
川
が
南
か
ら
北

へ
貫
流
し
、
そ

の
流
域
に
豊
か
な
耕
土
を
形
成
し
、
現
代

の
主
要
都
市

の
発
達

の
基
幹
と
な

っ
て
い

る
。
町
内
の
河
川

は
、
町
域

の
東
縁
を
前
述

の
阿
武
隈
川
が
北
流
し
、
西
部
に
は
隈
戸
川
が
北
流

し
、
ま
た
南
部
に
は
泉
川
が
北
流
し
途
中

か

ら
東

へ
流
れ
を
変
え
阿
武
隈
川
に
注
い
で
い
る
。

地
質
的

に
は
、

こ
れ
ら
河
川
流
域
に
、
沖
積
世

に
形
成
さ
れ
た
標
高

二
五
〇
～
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
前
後

の
低
位

の
段
丘
や
氾
濫

原

が

発

達

し
、
そ

の
他
の
地
域
は
、
洪
積
世
中
期

に
形
成
さ
れ
た
標
高

二
八
〇
～
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
郡
山
面
と
、
洪
積
世
初
頭
に
形
成
さ
れ
た
標
高

三

〇
〇
～

三
三
〇

メ
ー
ト

ル
の
丘
頂
面

を
残
す
丘
陵
と
で
構
成
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
上
層
を
洪
積
世
中

・
後
期
の
白
河
D

・
C

・
B

ロ
ー
ム
質
火
山

灰
層
と
、
白
河
A

ロ
ー
ム
質
火
山
灰
を
含
む
沖
積
層
と
が
覆

っ
て
い
る
。
前
述

の
洪
積
世
初
頭
の
丘
陵
を
構
成
す
る
地
層
は
、
い
わ
ゆ
る

「白

河
石
」
と

よ
ぼ

れ
る
石
英
安
山
岩
質
熔
結
凝
灰
岩
で
あ
り
、
町
域
の
各
所
で
露
頭
が
み
ら
れ
、

一
部

で
は
石
材
と
し
て
採
掘
が
行

わ

れ

て

い

る
。矢

吹
町
域
に
は
、
峻
険
な
山
地
は
な
く
、
東
部

か
ら
中
央
部

に
か
け

て
は
、

三
城
日
原

・
北
原

・
南
原

(神
田
周
辺
)

・
八
幡
原

・
岡
谷
地

原
な
ど

の
平
坦
面
が
存
在

し
、
総
称

し
て
矢
吹
が
原
と
呼
ぽ
れ
て
い
る
。
矢
吹
町
域
は
、

こ
の
矢
吹
が
原
を
中
心

に
、
標
高

二
五
〇
～
三
三
〇

メ
ー
ト
ル
の
高
度

の
比
較
的
平
坦
な
地
形
を
示
し
て
い
る
。

以
上

の
よ
う
な
自
然
を
舞
台
と
し
、
私
た
ち
の
祖
先
が
、
そ
こ
で
ど

の
よ
う
な
歴
史
を
展
開
し
た
か
を
明

ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
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人
類
の
誕
生
は
非
常

に
古
く
、
地
質
学
上

の
第

四
紀
の
洪
積
世
の
初

め
と
い
わ
れ
、
約

二
〇
〇
万
年
前
と
推
定
さ
れ
て

原
始
時
代
の
概
要

い
る
。
最
初

の
人
類
は
、
現
代
人
と
は
形
質
的
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
人
類
学
上
、
猿
人
と
よ
ぽ
れ
て

い

る
。
し

か

し
、
す
で
に
直
立
歩
行
し
、
礫

の

一
端
を
打

ち
欠

い
て
作

っ
た
礫
器
や
、
骨
を
打
ち
割

っ
て
先
端
を
鋭

く
し
た
も
の
を
道
具
と
し
て
使
用
し
た

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

人
類

は
、
こ
の
よ
う
な
原
始
的
段
階
か
ら
、
約

二
〇
〇
万
年
に
わ
た
る
歴
史
を
展
開
さ

せ
、
今

日
の
高
度
な
文

明
と
複
雑
な
社
会
を
構
成
す

る
に
至

っ
た
。

こ
の
よ
う

に
長
期

に
わ
た
る
複
雑
な
歴
史
の
中

で
、
最
も
初
源
的
な
文
化
の
段
階
に
あ
る
時
期
が

「
原
始
時
代
」
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

人
類

の
誕
生
か
ら
、
階
級
制
度
が
確
立
す
る
以
前

ま
で
と
し
、
日
本
で
は
階
級
制
度

の
存
在
が
推
定

さ
れ
る
古
墳
時
代
よ
り
以
前
、
す
な
わ
ち

三
世
紀
こ
ろ
ま
で
を
そ

の
時
期
と
す
る
。

原
始
時
代

は
、
人
類

の
歴
史

の
中
で
、
時
間
的
に
は
、
非
常

に
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。
文
化
的

に
は
未
開

の
状
況
に
あ
る
が
、

長

い
時
間
の
推
移
の
な

か
で
、
徐

々
に
文
化
的
な
発
展
を
示
し
て
い
る
。
考
古
学
上
、
こ
の
文
化
内
容

の
変
化

を
と
ら
え
て
、
原
始
時
代
を
さ

ら
に
次

の
よ
う

に
四
時
期
に
区
分
し
て
い
る
。

人
類

の
初
源
的
段
階

で
あ
り
、
地
質
学
上

の
洪
積
世
に
属

し
、
石
を
打
ち
欠
い
て
作

っ
た
、

い
わ
ゆ
る
打
製
石
器
を
用

旧

石

器

時

代

い
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
終
末
は
今

か
ら
約

一
万
年
前
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

地
質
学
上
の
第
四
紀

の
沖
積

世
の
初
頭
、
約

一
万
年
前
こ
ろ
か
ら
、
打
製
石
器
以
外

に
磨
製
石
器
を
使
用
し
、

ま
た
新

縄

文

時

代

た
に
土
器
の
製
作
を
開
始
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
で
は
、
旧
石
器
時
代
と
関
連
づ
け
て
、
沖
積
世

の
石
器
時
代
を

新
石
器
時
代
と
よ
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
域

で
は
こ
の
時
期
か
ら
牧
畜
も
し
く
は
農
耕
を
行

っ
て
い
る
が
、
日
本
列
島
で
は
、
こ
の
時
期
に

牧
畜
や
農
耕
を
行

っ
た
形
跡

は
な

い
。
日
本
の
同
時
期
の
土
器

に
は
、
縄
目
の
文
様
が
つ
く

こ
と
が
多

い
の
で
縄
文

土
器
と
よ
ん
で
い
る
。
ま

た
文
化
内
容
上

の
特
異
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
新
石
器
時
代
と

は
よ
ば
ず
、
縄
文
時
代
と
よ
ん
で

い
る
。

生
業
は
、
狩
猟

・
漁
携
と
自
生
植
物

の
採
集
を
基
本
と
す

る
、
い
わ
ゆ
る
採
集
経
済

の
段
階
に
あ

っ
た
。
縄
文
時
代

は
、
紀
元
前
三
世
紀
初
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め
ま
で
続

い
た
。

紀
元
前
約
三
〇
〇
年
こ
ろ
、
北
九
州
地
方
を
中
心
と
し
て
ア
ジ
ア
大
陸
の
影
響
を
う
け
た
新

し
い
文
化
が

形

成

さ

れ

弥

生

時

代

た
。
稲
作

.
機
織

の
技
術
を
有
し
、
金
属
器
を
も

つ
文
化
で
あ
り
、
や
が

て
東
北
地
方
北
部

ま
で
普
及
す
る
。
自
然
物

の
採

集
を
生
業
と
す
る
段
階

か
ら
、
自
ら
田
畑

を
開
き
作
物
を
収
穫
す
る
生
産
経
済

の
段
階

へ
と
大
き
な
変
化
を
し
た
時
期

で
あ
る
。

四
世
紀

に
な
る
と
階
級
社
会

へ
と
変
質
し
、
原
始
時
代

か
ら
古
代

へ
と
推
移
す
る
。

矢
吹
町
内

で
の
遺
跡

の
発
掘
調
査

は
非
常

に
不
十
分
な
状
況

に
あ
る
が
、
現
存
す
る
資
料
を
も
と
に
各
時
期
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
た

い
。

(目
黒

吉
明
)

第

一
章

旧

石

器

時

代

一

人

類

の

出

現

第一章 旧石器時代

人
類

の
誕
生
は
、
今

か
ら
二
〇
〇
～
三
〇
〇
万
年
前
と
い
わ
れ

て
い
る
。
現
在
、
最
古
の
人
類
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る

の

ア

ウ

ス

ト

ラ

は
、
南

ア
フ
リ
カ

.
東
ア
フ
リ
カ
で
発
見
さ
れ
て
い
る
ア
ウ
ス
ト
ラ

ロ
ピ
テ
ク
ス
で
あ
る
。
頭
骨
は
類
人
猿
に
似

て
お

ロ

ピ

テ

ク

ス

り
、
頑
丈
で
高
さ
が
低
く
、
脳
頭
骨
の
容
積
量
は
五
〇
〇

㏄
強
と
計
測
さ
れ
て
い
る
。
現
代
人
の
平
均
的
容
積

は

一
、

四
五
〇

㏄
で
あ
り
、
約
三
分

の

一
強

に
あ
た
る
。
ゴ
リ
ラ
の
平
均
容
積
が
五
〇
〇

㏄
で
あ
り
、
こ
れ
に
近
似
す
る
が
、
骨
盤

の
形

か
ら
直

立
歩

行
を
推
定
さ
れ
、
四
足
歩
行

の
類
人
猿
と
は
明
瞭
に
区
別
さ
れ
、
人
類
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
。

直
立
歩
行
が
人
類

の
運
命
を
決
定
付
け
た
と

い
わ
れ
る
。

一
つ
は
、
頭
骨
を
下
か
ら
脊
柱

に
よ
り
支

え
る

こ
と
に
よ
り
、
頭
骨

の
発
達
を
容
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類

第1表 地質年代と人類の出現

地質年代lI 氷河・版 一 僑 謝 人
↑

(縄文時代)

人

人

新

旧

人原
↓

↑

人猿

↓

期氷沖積世1後
1

5.5

15

23

38

ヴ ィ ル ム 氷 期

リ ス ・ ウ ィ11ム 問 氷 期

期氷スリ

上

部

ミ ン デ ル ・リ ス 間 氷 期

ミ ソ デ ル 氷 期

 

中

部iギ ュ ソツ ・ミソデル間氷期

100

200

ギ ュ ソ ツ 氷 期

ギ ュソツ ・ ドナ ウ 温 暖 期

ド ナ ウ 間 氷 期

 

下

部

 

洪

積

世

第

四

紀

鮮
新
世

三
紀

新
第

ま
た
は
両
刃
礫

器

(
チ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
ツ
ー
ル
)

・
ス
ク
レ
イ
パ
ー
な
ど
が
発
見

さ
れ
、

旧
石
器
時
代
は
、
約

一
万
年
前
ま
で
続
く
か
、

こ
の
間
、
徐

々
に
発
達
を
み
せ
、

ア
ル
タ
ミ
ラ

・
ラ
ス
コ
ー
な
ど
で
知
ら
れ
る
優
れ
た
洞
窟
壁
画
を

の
こ
し
て
い
る
。

第

二
次
大
戦
前

の
研
究
で
は
、

日
本
列
島
内
で
は
縄
文
文
化

か
人
類
最
古

の
文
化

で
あ
り
、
そ

の
時
期

は
数
千
年
前
以
降
と
考
え
ら
れ

て
い

た
。
昭
和

二
十
四
年
、
相
沢
忠
洋
氏
が
群
馬
県
岩
宿
の
赤
土
、
関
東

ロ
ー
ム
層

(洪
積
層
)
か
ら
発
見
し
た
石
器
が
契
機
と
な

り
、
日
本
列
島

易

に
し
た
こ
と
で
あ
り
、
思
考
能
力
を
発
達
さ
せ
た
。
さ
ら

に
、
両
手

の

解
放

に
よ
り
、
道
具
の
使
用
を
可
能
に
し
た

こ
と
が
あ
げ

ら
れ

る
。

ア
ウ

ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
は
、
自
然
礫

の

一
端
を
打
ち
欠
い
て
作

っ
た

礫

器

(打
製
石
器
)
を
使
用
し
た
と

い
わ
れ
、

こ
の
点

か
ら
も
人
類
と
し

て
の
確
固
た
る
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

ア
ウ

ス
ト
ラ
ロ
ピ

テ

ク

ス

は
、
類
人
猿
と
の
類
似
も
み
ら
れ
る
と

こ
ろ
か
ら

「
猿
人
」
と
よ
ぽ
れ
る

が
、
占
人
類
は
、
形
質
上
か
ら
大
き
く
、
猿
人

・
原
人

・
旧
人

・
新
人

に

分
類
さ
れ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
で
は
、
北
京
原
人

・
ジ

ャ
ワ
原
人
等
が
著

元

謀

原

人

げ
んぼ
う

名
で
あ

っ
た
が
、
最
近
中
国

で
元
謀
原
人

(
↓
九

七
五
、
雲
南
省
元
謀
県
)
が
発
見
さ
れ
、
そ

の
年
代
は

一
七
〇
万
年
前

と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
詳
細

は
不
明

で
あ
る
が
、
す
で
に
火
を
使
用
し
て
い

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
火
の
使
用
は
、
約
五
〇
万
年
前

の
北
京
原
人
が
最

初
と
さ
れ

て
い
た
が
、
さ
ら

に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

に
な
る
。

チ

ヨ
ソ
ゴ

ノ
リ

近
年
、
韓
国

の
全
谷
里
遺
跡

か
ら
握
槌

(
ハ
ン
ド

ア
ッ
ク
ス
)

・
石
球

前
期
旧
石
器
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
洪
積
世
末

の
.二
～

一
万
年
前

に
は
、
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陣 ガ岡遺跡 全景(三 城目字陣ガ岡)

内

の
旧
石
器

の
研
究
が
進
め
ら
れ
、
現
在

で
は
、
全
国
的
に
数
多
く
の
遺
跡
と
遺
物
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
各
地

で
発
掘
調
査
も
進
め
ら
れ
、
洪
積
世
の
赤
土
の
巾

か
ら
多
く

の
遺
物
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ

の
大
部
分
は
洪
積
世
終
末
期

に
近

い
後
期
旧
石
器
時
代

の
も
の

で
あ
る
。

(
日
黒

吉
明
)

二

矢
吹
町
出
土
の
旧
石
器

昭
和

二
卜

、
年
、
矢
吹
町
と
鏡
石
町
と
の
境
界

に
あ
る
陣
ガ
岡
の
石
切

陣

ガ

岡

遺

跡

場
か
ら
十
数
点

の
打
製
石
器
が
発
見
さ
れ
、
阿
武
隈
考
古
館

(当
時
、

玉
川
村
泉
郷
、
館
長
故
首
藤
保
之
助
)

に
収
蔵
さ
れ
た
。
当
時
、
ま
だ
旧
石
器
文
化
が
日
本
列

島

に
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
な

か
っ
た
時
期
で
あ
り
、
故
首
藤
氏
の
考
古
学

に
対
す

る
熱
意

が
、
貴

重
な
資
料
を
現
在

に
伝

え
た
と
い
え
る
。

現
場
は
、
阿
武
隈
川

の
氾
濫
原

に
突
き
出
し
た
丘
陵
E
で
あ

り
、
白
河
石

(石
英
安
山
岩
質

熔
結
凝
灰
岩
)

の
上
層

の
白
色
粘
土
層
中

か
ら

.
六
点

の
石

器
が
発
見

さ
れ
、
そ
の

一

四
点
が
現
存

し
て
い
る
(須
賀
川
市
博
物
館
に
移
管
)。

い
ず
れ
も
硬
質
頁
岩
を
縦

に
長

態

く
剥
離
し
、
基
底
部

の
み
調
整
加
工
し
た
も

の
で
、
最
大
の
も

の
は

一
↓
・
六
セ
ン
チ

状合

の
長
さ
が
あ
る
。
形
態
上
か
ら
成
田
型
刃
器
と
よ
ば
れ
て
お
り
、
時
期

は
約
二
～

三
万

接刃

年
前

と
推
察
さ
れ
、
本
県
内

の
歴
史
資
料
と
し
て
は
現
在

の
と

こ
ろ
最
古

の
遺
物
と

い

石

え
る
。
と
く

に
、
そ

の
う
ち
数
点
の
石
器
が
相
互

に
接
着
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
お

り
、
石
器

の
製
作
過
程
を
示
す
資
料
と
し
て
貴
重
な
存
在
と
な

っ
て
い
る
。
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礫

の
上
端
部

に
横
か
ら
打
撃
を
加
え
、
水
平
面
を

つ
く
り
だ
し
、

こ
の
水
平
面
に

つ
ぎ

つ
ぎ
と
打
撃
を
加
え
て
、
縦
長

の
石
刃
原
体
を

効
果
的
に
剥
離
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

矢
吹
町
内

か
ら
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
旧
石
器
は
前
述

の
陣
ガ
岡
以

外

に
発
見
さ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
県
内

で
は
、
須
賀
川
市
の
乙

字
ガ
滝
遺
跡
、
猪
苗
代
町

の
大
神
遺
跡
の
尖
頭
器
、
耶
麻
郡
高
郷
村

の
塩
坪
遺
跡
の
ナ
イ

フ
型
石
器
な
ど
貴
重
な
資
料
が
発
見
さ
れ
て
お

り
、
調
査
が
十
分

に
行
わ
れ
れ
ぽ
、
矢
吹
町
内

か
ら
遺
跡
が
さ
ら
に

発
見
さ
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

(目
黒

吉
明
)

三

旧
石
器
時
代

の
生
活

纏華

、
～、

宝

灘

饗
す

毅
驚
》

 
籍

㌧
き

ε

、、導

芝

、

器1三 城目・陣ガ岡遺跡出土

勲撃奮
熱

ボ

糠

・、

祉
年

,
贈

・野

、

2罐
聾

セ
葺
禽

-

刃 器2三 城目・陣ガ岡遺跡出土

貯

轄

第
四
紀

は
人
類
の
時
代
と
い
わ

れ

て

い

る

懇

肚

∵

、
芳

洪
積
珪

北
半
球
錘

か
氷
河
が
発
達
・
た
時
期
で
も
箋

呈

列
曼

・
れ
に
・
も
な
幾

度

 か
寒
冷
な
時
期
が
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

寒
冷
な
気
候

は
、
植
物
相
に
影
響
を
与

え
、
最
後

の
氷
期
で
あ
る
ヴ

ィ
ル
ム
期

に
は
、
低
地
帯
で
も
亜
寒
帯

ま
た
は
亜
高
山
帯
生
の

エ
ゾ

マ

ツ

・
コ
メ
ツ
ガ

・
オ
オ
シ
ラ
ビ

ソ
な
ど

の
針
葉
樹
を
主
と
す
る
植
物
相
と
な
り
、
亜
間
氷
期

に
は
ブ
ナ

・
ス
ギ
な
ど

の
冷
温
帯
植
物
相

で
あ

っ

た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

後

期
洪
積
世
の
動
物
相

に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
郡
山
市
熱
海
町

の
リ
ス

・
ヴ
ィ
ル
ム
間
氷
期
に
推
定
さ
れ
る
地
層
か
ら

ナ
ウ

マ
ン
象
の
臼
歯
化
石
が
発

見
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
岩
手
県
花
泉
化
石
層
や
野
尻
湖

の
発
掘
調
査
結
果
は
、
ヴ

ィ
ル
ム
氷
期
に
ナ
ウ

マ
ン
象
や
オ

68



オ
ッ
ノ
シ
カ
、
野
牛
な
ど
の
大
型
獣
が
棲
息

し
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

洪
積
世
終
末
期

の
動
物
相
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
前
述

の
よ
う
な
大
型
獣
は
徐

々
に
減
少

し
、
現
生
種

の
動
物
相

へ
と
変
化
し
て
い

っ
た

も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

後
期
旧
石
羅
時
代

の
遺
跡

で
あ
る
ス
ペ
イ

ン
の
ア
ル
タ
ミ
ラ
洞
窟
あ
る
い
は
フ
ラ

ン
ス
の
ラ

ス
コ
i
洞
窟
な
ど
の
壁
画

の
大
部
分
は
、
野
牛

あ
る
い
は
オ
オ
ッ
ノ
シ
カ
な
ど
大
型
獣
を
描

い
て
お
り
、
狩
猟
が
生
業

の
中

心
で
あ

っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

陣
ガ
岡

の
旧
石
器
時
代

の
人
び
と
も
、
打
製
石
器
を
も

っ
て
狩
猟
を
中
心
と
し
た
生
活
を
営

ん
だ
も

の
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
自
生

の

木

の
実

・
山
菜
な
ど
も
広
く
採
集
の
対
象
と
し
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
ま
だ
土
器
作
製

の
技
術

は
な
く
、
食
物

の
加

工
は
煮
炊

は
行
わ
ず
、
も

っ
ぱ
ら
焼
く
方
法
が
用
い
ら
れ
、
食
生
活
は
非
常

に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

現
存
す
る
遺
物

は
、
石
器
の
み
で
あ
る
が
、
も
ち

ろ
ん
、
木
器

・
皮
革
製

品

・
骨
角

器
あ
る
い
は
植
物
性
繊
維

の
編
物
な
ど
も
存
在
し
た
と

思
わ
れ
る
が
明
ら
か
で
は
な

い
。

冬
期

の
厳
し
い
寒
気
、
と
き
お
り
降
る
火
山
灰

の
も
と
で
、
石
器
を
利
器
と
し
て
不
安
定
な
狩
猟
を
生
業

と
す
る
生
活

は
、
自
然
と

の
厳

し

い
戦
い
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

(目
黒

吉
明
)

、

第一章 旧石器時代
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第
二
章

縄

文

時

代

70

 

一

縄
文
文
化
の
特
質

長
く
続

い
た
洪
積
世
も
、

↓
万
年
前

こ
ろ
に
な
る
と
氷
期
も
終
末
を
と
げ
、
現
在

に
続
く
沖
積
世
と

な

る
。
氷

期

に

縄
文
文
化
の
誕
生

は
、
極
地
周
辺
お
よ
び
高
山
を
中
心
と
し
て
氷
が
厚
く
堆
積
す
る
。
そ

の
結
果
、
海
水
が
減
少
し
、
海
面
が
低
下
し
て

海
退
と
よ
ば
れ
る
現
敦
を
竪
す
る
。
ヴ
ィ
ル
ム
氷
期

に
は
最
高
八
〇

メ
ー
ト

ル
ほ
ど
海
面
が
低
ド
し
、
日
本
列
島

の
南
北
両
部
は
陸
橋
状
に
大

陸
と
地
続
き

に
な

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
最
後

の
氷
期

で
あ
る
ヴ
ィ
ル
ム
氷
期
の
末

に
は
、
気
候

の
温
暖
化
と
と
も

に
海
水
面
は
上
昇

し
、
日
本

列
島
は
現
在

の
よ
う
に
孤
島
化
し
て
い

っ
た
。

こ

の
孤
島
化
の
時
期

に
相
応
し
て
、
日
本
列
島
内

の
旧
石
器
文
化

は
大
き
な
発
達
を

小
す
。
す
な
わ
ち
、
石
刃

の
次
に
ナ
イ

フ
形
石
器
が
現

わ
れ
、
ま
た
局
部
磨
製
石
器
、
両
面
加
工
の
槍
先
形
尖
頭
器
、
有
舌
尖
頭
器
、
細
石
刃
な
ど
各
種
の
石
器
が
出
現
し
、
や
か
て
有
舌
尖
頭
器
に

土
器
が
伴
出
し
、
新
し
い
文
化

へ
と
変
質
す
る
。

る

土
器
出
現
の
時
期
は
、
放
射
性
炭
素

(C
)

の
測
定
結
果
で
は
、
約

【
万
二
、
O
O
O
年
前
と
測
定
さ
れ
て
お
り
少
な
く
と
も

一
万
年
前
を

降
る
こ
と
は
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。

土
器
を
伴
う

こ
の
新

し
い
文
化

は
、
紀

元
前

二
～
三
世
紀
こ
ろ
ま
で
約
八
、
○
○
○
年
も
し
く
は

↓
万
年

間
、
日
本
列
島
内

で
独
自

の
発
展
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
主
要
な
遺
物
で
あ
る
土
器
に
は
縄
目
の
文
様
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
縄
文
土
器
と

名
付
け
ら
れ
、
さ
ら

に
こ
の
時
代
を
縄
文
時
代
と
よ
ん
で
い
る
。
な

お
、
周
辺
大
陸
の
文
物
と
の
対
比

に
よ
り
、
縄
文
時
代
の
始
源
を
紀
元
前

二
、

五
〇
〇
年
ご

ろ
と
す
る
説
も
あ
る

(山
内
清
男
)
。



る

〔注

放
射
性
炭
素

(
G
)
の
年
代
測
定
〕

生
物
は
生
存
中
、

射
性
炭
素

は
、
半
減
期
が
五
、

六
〇
〇
年
と
算
定
さ
れ
て
お
り
、

素

か
ら
半
減
期
を
用

い
て
絶
体
年
代
を
算
出
し
て
い
る
。

自
然

の
放
射
性
炭
素
を
吸
収
し

　
定
量
を
体
内

に
遺
存
す
る
。
こ
の
放

発
掘

に
よ
り
伴
出
し
た
木
炭

・
骨

・
貝
殻
な
ど
に
遺
存
す
る
放
射
性
炭

第二章 縄 文 時 代

土
器
は
、
石
器
や
骨
角
器
な
ど
と
比
較
し
た
場
合
、
造
形
が
容
易
で
あ
り
、
時
代
や
地
域
ご
と
の
製
作
者

の
意
図
を
よ
く
反
映
し
、
時
期
的

な
共
通
性
、
あ
る
い
は
地
域
的
な
相
異
点
を
表
現
し
て
い
る
。

一
世
紀
に
わ
た
る
研
究

に
よ
り
、

土
器
の
形
態
的
特
色
、

文
様
の
特
色
、

胎

土

・
技
法
等
も
加
味
し
て
、
土
器
の
型
式
設
定
が
行
わ
れ

て
い
る
。
時
代
的

に
は
約
五
〇
型
式

に
分
類
さ
れ
る
が
、

一
〇
型
式
前
後
を
単
位
と

し
て
、
縄
文

時
代
を
早
期

・
前
期

・
中
期

・
後
期

・
晩
期

の
五
期

に
大
別
し
て
い
る
。

縄
文
早
期
の
土
器

早
期
土
器
は
、
縄
文

土
器

の
中
で
最
も
古
い
時
期
の

↓
群
で
あ
り
、
底
部
が
砲
弾
型
に
尖

っ
た
、

い
わ
ゆ

る
尖
底
土
器

と
よ
ぽ
れ
る
特
色

を
も

っ
た
土
器
群
で
あ
る
。

縄
文
前
期
の
土
器

前
期

に
な
る
と
、
底
部
は
平
底
と
な
り
安
定
し
、
胴
部
形
態
が
直
線
的
な
も
の
か
ら
わ
ず

か
で
あ
る
が
曲
線
的
な
変
化

を
示
す
。
前
期
前
葉

の
圭
器
に
は
各
種

の
縄
文

(撚
糸
文
を
含
む
)
が
施
さ
れ
て
お
り
、
縄
文
原
体

の
発
達

を
示
し
て
い
る
。

縄
文
中
期
の
土
器

中
期

の
土
器
は
、
深
鉢
形

の
ほ
か
に
浅
鉢
形
の
土
器
が
つ
く
ら
れ
、
深
鉢
形

は
、
立
体
的
な
把
手
や
、
隆
線
文

(粘
土

紐
を
貼
付
け
た
文
様
)
が
盛
行
し
、
豪
壮
華
麗
な
土
器
が

つ
く
ら
れ
る
。
ま
た
集
落

の
数

や
規
模
も
増
大
し
、
大
き
な
発
達
を
示
す
。

縄
文
後
期
の
土
器

後
期

は
、
精
製
土
器
と
粗
製
土
器
が
作
り
分
け
ら
れ
、
精
製
土
器
は
、
深
鉢

・
壺

・
浅
鉢

の
注

口
土
器

(
土
瓶
状

の
注

口
の
つ
い
た
も

の
)
な
ど
各
種

の
器
形
が
発
達
す
る
。

縄
文
晩
期
の
土
器

晩
期
は
、
器
形
ト

は
後
期

の
器
種
を
継
承
す
る
が
、
文
様

は
雲
形
文
が
発
達

し
、
よ
く
研
暦
さ
れ
た
精
緻
な
土
器
が

つ

く
ら
れ
る
が
、
器
形
は
定
形
化

の
傾
向
を
示
す
。

こ
の
よ
う
に
縄
文
早
期

の
尖
底
土
器
か
ら
後
期

・
晩
期
の
豊
富
な
盟
形

へ
発
達

し
、
そ

の
間
多
く
の
資
料
が
残
存
し
、
縄
文
時
代

の
人

々
の

意
識
を
も

っ
と
も
よ
く
現
代
に
伝
え
て
お
り
、
ま
た
縄
文
文
化

の
発
展
過
程
を
示
す
最
大
の
資
料
と
な

っ
て
い
る
。
縄
文
時
代

の
研
究

は
、
土
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第2表 縄文土器編年表

男
代
)

清
年
C

内
定
B

山
推
(

北

 

東束関部中
よ
代

に
年
c

q
る
B

2,500

1,700一

平
浜
台
沢

1

?

厳

見
切

喫

刷

小
白
物
吹

M

館

洞

H
平

皿
3
)
王

a
b
l

+
+
洞

+
裏
履

厩
+
H
皿
名

 王

神
寺
常
木

山
山
川

蛇
大

明
大
(
槻

素
素
上

梨 木 畑 早 稲 田V

船入 長 七 谷 地

館

則
b
c
?

+

+
下
下
下

筒
筒
筒

表

L1.300_

一 ノ 沢1
一 ノ 沢H

900一

500一

 

ロ
　

層
層
層
岱

層下筒

円
円
円
狐

円

円筒上層a円筒上層
b

榎 林

柿 ノ木 平
十
十

 

蠣
柵島祠杣柵難

塚難

蝋

I
H

台
台

草
丸
島
台
輪
輪

花
花

+

荷
山
坂

井
大
夏
稲

浦大
平

戸
層

層

口
島
台
層

題

母
辞

三
田

田

子
野
鵜
茅

茅山上層

十

十

取
根

荷
曾皿

　
ロ
　
ロ

沢
沢

ガ
ガ
谷
谷

瀬
瀬

小
小
室
室7491土i

4001
(夏 島)

桶 沢卯
ノ 木
+細 久 保

十

十

十

6443-
350

(黄島)
5750土

200

(虎杖 浜)

 

早

期

.上
桂
大
大
大
大
大
大
大
糠
大
大
大
大
大
大
大

房

島

津
野
I
H
皿

層
木
山

下
ソ

植

積
、

花
二
関

浮

興

浜
子
a
b
c
提菩

磯
磯
磯

三

黒
水
諸
諸
諸
十
五
勝
勝
加

、
台
台
台

d
玉
玉
玉

皿
皿
w

下
阿
阿
阿
E
E
E

ロ
ロ
ロ

禾
壬
q壬
什

台
I
H
I
曾
曾
曾

ガ

E
加
加
加

履
講

木
尾

十

ノ神
有

目

羽

布

刈

原
原
島
峰
保
道
沢
I
H
皿
W

大

ガ

利
利
利
利

南
上
下
晴
　梨
浜
狢
曾
曾
曾
曾

天一 一

 

I
H
野

+
町
町
屋
屋

鍋
鍋

上

3150±
400

(加茂)

 

前

期

原
1
2
3
4

者
高
高
高
高

長
馬
馬
馬
馬

2563土
300

(姥 山)

 

中

期

前

湯
十

十
十

十
十

門

大
窪
l
a
b

浜

a
b

　
　

ヨ
つの

+

戸
戸
戸

ノ

戸
戸

袖
宮
宮
宮

西

宮
宮

寺

I
H
I
I
皿

谷
I
H

・
鋼
騰

行
行

称
堀
堀
加
加
加
曾
安
安

三十稲場

生仏三

山上

哀1 100

B
C
q
Q

A

締
総 舗

安 行 皿a姥
山 台

浦
H
網
海

前
田

じ皿
杉
千
荒

行安

野倉 佐

 

石

1
朝 日H鳥 屋 氷

1122土
180

(検 見川)
950±140

(八 幡崎)

 

後

期

640土150

(西 志賀)

 

晩

期

+印 は相当する土器が存在するが、いまだ型式として認定されないものをあらわす。

『日本の考古学』皿 「縄文時代」収録編集年表による。 なお年代については放射性炭素(C14)に よる年

代と山内清男の推定年代の両説を併記した。
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第二章 縄文 時 代

器

の
編
年

を
基
幹
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

縄
文

土
器
は
前
記

の
よ
う
な
時
期
別
の
編
年
が
組
立
て
ら
れ
る

一
方
、
地
域
的
な
特
色
を
も
有

し
、
国
内
は

=

　～

一

さ
れ
る
。

福
島
県
内

は
、
前
期
か
ら
中
期

に
か
け

て
は
岩
手
県

・
宮
城
県

・
福
島
県
に
ま
た
が
る
大
木
式
文
化
圏
に
属
す
る
が
、

方

の
影
響
を
強
く
う
け
、
と
き

に
は
北
陸

の
影
響
を
も
う
け
る
な
ど
複
雑
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。

土
器
以
外

の
土
製
品
と
し
て
は
、
土
錘

・
土
偶

・
土
版

・
耳
飾

・
ス
タ
ン
プ
形
土
製
品

・
三
脚
土
製
品
な
ど
が
あ
る
。

鴻欝

射

姫

㌔
♂

葺

、
縫

灘繋

・蟻

鍵

、 打製石斧 町内出土

譲

繕
麟

ー

驚
灘
聴

瀧
蠣
婆

ゼ

灘
湾

調

肺

▲
∵

漁

▽
☆

:

.』

が

パ為

ジ

金
西
槍

論

琳.憲

騰
,

み ん ム喬

轟麟 禽
打製石鍬 中畑地内出土

三
の
文
化
圏

に
大
別

時
期
的
に
は
関
東
地

土
器

に
つ
い
で
大
量
に

縄

文

期

の

石

器

発
見
さ
れ
る
の
が
石
器

で
あ
る
。
石
器
は
大
部
分
が
利
器
と
し
て
用
い

ら
れ
た
も

の
で
あ

り
、
生
業
を
考
察
す
る
資
料

と
し
て
重
.要
な
意
義
を
も

っ
て
い
る
。

旧
石
器
時
代
と
比
較
す
る
と
、
石
器
の
形
態

が
用
途
に
あ
わ
せ
て
定
形
化
し
、
種
類
が
多
く

な
る
。
ま
た
旧
石
器
時
代

に
は
局
部
磨
製
石
器

が
あ
り
、
刃
先
を
局
部
的

に
磨

い
た
石
器
が
あ

っ
た
が
、
縄
文
時
代

に
な
る
と
、
全
面
を
磨

い

て
仕
上
げ

た
磨
製
石
器
が
多
用
さ
れ
る
。

縄
文
時
代

の
石
器
の
種
類
と
し
て
は
次
の
よ

う
な
も

の
が
あ
る
。

打
製
石
器
…
石
鎌

・
石
槍

・
石
斧

・
石
箆
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亭薙

磨製 石斧

狐石出土(佐 藤信之蔵)

石 皿

町内出土

凹 石

柿ノ内字田内 ・芹沢遺跡出土

・
石
匙

(石
小
刀
)

・
石
錐

二
二
脚
石
器

磨
製
石
器
…
石
斧

・
石
錘

・
石
刀

(棒
)

・
石
偶

・
三
脚
石
器

・
磨
石

・
決
状
耳
飾

・
飾
玉

敲
磨
製
…
…
石
皿

・
石
棒

そ

の
他
…
…
凹
石

石
器

の
中

で
、
と
く
に
石
鍬
の
出
現
は
、
新
し

い
狩
猟
用
具
と
し

て
生
活
面

に
大
き
な
影
響
を
も

た
ら
し
た
。
ま
た
石
皿
は
、
安
山
岩
質
の
石
器

で
あ
る
が
、
磨
石
と
併
用
し
て
精
粉
的
機
能
が
推
定

さ
れ
、
食
生
活
上
大
き
な
意
義
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

土
器

.
石
器
以
外
の
遺
物
と
し
て
は
、
骨
角
器

・
木
製
品

・
繊
維
製
品

・
自
然
遺
物

な

ど

が

あ

る
。骨

角
器
は
、
当
時
、
食
べ
残

し
た
貝
殻
が
捨
て
ら
れ
、
層
を
な
し
て
堆
積
し
て
い
る
貝
塚
の
中
か

ら
土
器

.
獣
魚
骨
な
ど
と
と
も
に
発
見
さ
れ
る
。
骨
角
器

の
大
半
は
鹿
角
を
用
い
て
つ
く
ら
れ
、
釣

針

.
鈷
頭

・
角
嫉

・
針
、
そ
の
他
腕
輪

(貝
製
)

・
腰
飾

・
坪
飾

・
ヘ
ヤ
ピ

ン
状

の
も

の
な
ど
、
内

陸

の
遺
跡

で
は
発
見
さ
れ
な
い
貴
重
な
資
料
が
あ
る
。

木
製
品

・
繊
維
製
品
は
、
湿
地
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
る
も
の
で
、
発
見
例
は
非
常

に
少
な
い
。
他

県

の
例
で
は
丸
木
舟

・
罹

・
木
器
、
石
斧
を
装
着

し
た
柄
、
籠

・
縄

・
編
布
な
ど
が
あ
る
。

自
然
遺
物
と
し
て
は
、
内
陸

の
遺
跡

で
は
、
炭
化
し
た
ク
ル
ミ

・
栗

・
ド

ン
グ
リ

・
ト
チ
の
実
な

ど
が
あ
る
。
貝
塚
か
ら
は
、
貝
類
を
は
じ
め
、
獣
魚
骨
な
ど
狩
猟

・
漁
携
生
活
を
裏
付
け
る
遺
物
が

発
見
さ
れ

て
い
る
。
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・
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「
司
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一
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茂
舞

.芦
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。

・
0

「謬

・ご

多

!
正

.

封

嶋

第

1
図

寺
脇
貝
塚
出
上
の
骨
角
器

(い
わ
ぎ
市
教
育
委
員
会
蔵
)

1.2.3.4,… 単式釣 針,5,6.7,… 組 合せ式 釣針(6は 針部 。7は 軸 部。5は 結合 した もの),8.

9.10.11,… 有茎式 鈷頭,12.13.… 猫(「 ノ」の字形 尖 頭具)14.15.… 茎槽式 鈷頭(14は 有脚 型,

15は 有尾 型),16.17,18,… 鍛(17は 刃 溝嫉,18は エ イの尾棘),19,20,… 箆,21.22.… 錐(猪

牙製),23.24,… 両 頭尖頭 具,34.… 角 錘,30,31,32,… 輯形製 品,25.26,27.28(?).… 髪飾(?)

33.35.36.37.38.39.40.… 首飾(?)(38は 熊 牙製,39は 猪 牙製,36.37.は 鳥管 胃製),41.…

耳飾(鮫 脊椎製),42.… 腰 飾(?),43.44.45.… 腕 飾(貝 輪)

(『福島県史 』抜粋)
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縄
文
時
代

の
遺
跡
は
、
洞
窟
や
岩
陰
を
住
居
と
し
た
遺
構
と
、
平
地

に
直
径
数

メ
ー
ト
ル
前
後

の
円
形
も
し
く
は
方
形

縄

文

時

代

の

集

落

跡

で
、
深
さ
は
数
+

セ
.
チ
ほ
ど

の
竪
穴
を
掘

戦

さ
ら
に
周
壁
か
ら
離
れ
た
床
面
に
径

二
〇
～

三
〇

セ
・
チ
の
穴
を
掘

り
、
柱
を
立
て
、
竪
穴
の
周
辺
か
ら
円
錐
形

の
屋
根
を
か
け
た
竪
穴
住
居
が
推
定
さ
れ

て
い
る
。
住
居
肚
群

の
周
辺
部

に
は
廃
棄
さ
れ
た
土
器
片

や
石
器
を
包
含
す
る
地
層
が
あ

り
、
海
岸
部
で
は
貝
塚
が
存
在
す
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
不
用
品
や
食
津
を
捨

て
た
ゴ
ミ
捨
て
場
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
住
居
玩

の
周
辺

に
は
、
食
物

の
貯
蔵
穴
も
し
く
は
墓
墳
と
推
定
さ
れ
る
も

の
が
発
見
さ
れ
、
貝
塚
で

は
人
骨
や
犬
骨
が
埋
葬
さ
れ
た
状
態

で
発
見
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
遺
構
群
を
ま
と
め
て
集
落
跡
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
集
落
跡

に
は
広
場
あ
る
い
は
飲
料
水

の
供
給
地
と
し
て
の
湧
水

の
存
在

な
ど
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
集
落
跡

は
、
時
期

に
よ

っ
て
規
模
も
異
な
り
、
ま
た
立
地

に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
。
な
お
、
生
活

の
基
盤

と
な

る
集
落
跡
と
は
規
模
を
異
に
し
た
少
量

の
遺
物

し
か
発
見
さ
れ
な
い
遺
跡
が
あ

り
、

一
時
的
な
生
活
跡
と
み
ら
れ
、
狩
猟
小
屋
的
な
も
の

と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

矢
吹
町
内

の
考
古
学
的
調
査
は
、
ま
だ
十
分

で
は
な

い
。
石
井
亘
が
長
年

に
わ
た
り
中
畑
地
区

の
遺
跡
分
布
調
査
を
行
い
昭
和
三
十
八
年

に

『矢
吹
町
中
畑
地
区
遺
跡
地
名
表
』

(以
下

『中
畑
地
区
地
名
表
』
と
略
記
す

る
)

と

し
て

一
応

の
成
果
を
あ
げ

て
い
る
が
、

そ
の
他

の
地
区

で
は
詳
細
な
分
布
調
査
が
行
わ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
発
掘
調
査
も
本
格
的
な
も
の
は
少
な
く
、
矢
吹
町

の
原
始

・
古
代
を
明
ら
か
に
す
る
に
は

不
十
分
な
状
況
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
福
島
県
内

の
資
料
で
補
足
し
て
、
矢
吹
町

の
原
始
時
代

の
概
要
を
記
す

こ
と
と
す
る
。

(
目
黒

吉
明
)
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縄
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地
質
学
上
の
沖
積
世
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
気
候
は
現
代

に
近

い
も
の
と
な
り
、
植
物
相
も
温
帯
性

の
も

の

と

な

っ

生
業
形
態

の
転
換

た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
動
物
相
も
洪
積
世
の
大
型
獣

は
絶
滅
し
、
現
代
日
本
列
島

に
棲
息

し
て
い
る

シ
カ

・
イ
ノ
シ
シ

を
中
心
と
し
た
動
物
相

へ
と
変
化
し
て
い

っ
た
。
火
山
活
動
も
弱
ま
り
、
火
山
灰

の
降
下

は
減
少
し
、

地
表

に
は
腐
植
土
を
中
心

に
黒
褐
色

の

土
壌
が
堆
積
し
始

め
、
生
活

の
環
境

は
大
き
く
変
化
し
た
。

こ
の
よ
う
な
環
境
変
化

の
中
で
、

土
器
と
石
鎌
を
は
じ
め
と
す
る
石
器
群
を
も

っ
た
新
し

い
文
化
が
形
成
さ
れ
て
い

っ
た
。

早
期

の
土
器
は
底
部
が
砲
弾
形
に
尖

っ
た
、

い
わ
ゆ
る
尖
底
土
器
が
主
体
を
占
め
て
い
る
。
尖
底

に
つ
く
ら
れ
た
理
由

尖

底

土

器

に
つ
い
て
は
、
尖
底
部
を
地
中
に
指
し
込
み
直
立
さ
せ
周
辺
で
、
木
を
燃
焼
さ
せ
て
食
物

の
煮
沸
を
行

っ
た
と
考
え
ら

れ

て
い
る
。
器
形
も
単
純
な
鉢
形
が
主
体
を
な
す
が
、
早
期
中
葉
に
な

る
と
波
状

口
縁

の
も

の
が

つ
く
ら
れ
る
。

早
期
初
頭

の
土
器
は
、
粘
土
紐
を
は
り

つ
け
た
隆
線
文

土
器
と
よ
ば
れ
る
が
、
三
時
期

ほ
ど
に
分
類
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
次

に
爪
形
文
土

器
↓
押
圧
文
土
器
↓
回
転
縄
文
土
器
と
変
遷
す

る
。
現
在

の
と
こ
ろ
本
県
内

か
ら
は
押
圧
縄
文

土
器
以
前

の
も

の
は
発
見
例
が
な

い
。
こ
れ
ら

の
縄
文
初
頭

の
土
器
群
は
、
山
間

の
洞
窟
や
岩
陰
遺
跡
な

ど
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
平
坦
な
低
地
帯

に
位
置
す
る
矢
吹
町
内
か
ら
は

出
土
の
可
能
性
は
少
な

い
。

回
転
縄
文
土
器
と
し
て
は
、
関
東
地
方

の
井
草

・
大
丸

・
夏
島

・
稲
荷
台
な
ど

の
諸
型
式
が
著
名
で
あ
り
、
そ

の
影
響
が
本
県
ま
で
も
及

ん

で
お
り
、
西
白
河
郡
西
郷
村

の
坂

ノ
下
遺
跡
や
岩
瀬
郡
長
沼
町

の
宮
前
遺
跡

か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
遺
跡

の
発
見
例

は
非
常

に
少
な
い
。
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常
世
式
以
後
の
土
器
は
、
大
信
村

・
西
郷
村

・
白
河
市

・
石
川
町
な
ど
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、

て
い
る
。

さ
き

に
早
期
初
頭
の
遺
跡
は
洞
窟
や
岩
陰
な
ど
か
ら
の
発
見
例
が
多
い
こ
と

に
ふ
れ
た
が
、
中
葉
以
降

に
な
る
と
数
も
多
く
な
り
、
ま
た
立

地
も
や
や
開
け
た
地
形

に
占
拠
す
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
は
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
早
期
初
頭

へ
の
気
候
変
化

に
よ

っ
て
植
物
相

・
動

物
相

に
変
化
が
あ
り
、
狩
猟

・
採
集
形
態

に
影
響
し
た
が
、
新
し

い
生
業
形
態

の
形
成
と
と
も

に
遺
跡

の
数
が
増
加
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

あ
る

い
ぱ
早
期
後
葉

に
関
東
地
方
か
ら
の
移
住
の
可
能
性

も
今
後

の
課
題
と
し
て
検
討
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
。

早
期
中
葉

に
な
る
と
、
尖
底
土
器
で
あ
る
が

口
縁
部

に
変
化
を
加
え
た
波
状

口

縁

が

つ

き
、
文
様

は
大
き
く
変
化
し
、

ア
カ
ガ
イ
の
よ
う
な

二
枚
貝

の
腹
縁
の
ギ
ザ
ギ
ザ
し
た
部
分

を
押
し
つ
け
て
施
文
す
る
貝
殻
腹
縁
文
を
多
用
す
る
常
世
式

(田
戸
上
層
式
)
土
器
が
現
わ

れ
、
県
内

に
広
く
分
布
す
る
。
矢
吹
町
ド
荒
具
C
遺
跡
は
、

こ
の
時
期

の
遺
跡

で
あ
り
、
町

内
で
発
見
さ
れ
て
い
る
最
古

の
土
器
と

い
え
る
。

下
荒
貝
C
遺
跡
は
、
泉
川

の
南
岸

に
位
置

し
、
泉
川
の
氾
濫
原

(水

下

荒

具

C
遺

跡

田
地
帯
)
を
見
下
す
台
地
上
に
立
地
し
て
い
る
。
標
高
は
二
八
五

メ

ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
り
、
大
字
中
畑
字
ド
荒
具

に
あ
た
る
。
昭
和
四
十
八
年

三
月
、
県
営
圃
場

整
備
事
業
に
か
か
る
た
め
、
矢
吹
町
教
育
委
員
会

(発
掘
担
当
者

永
山
倉
造
)
が
発
掘
を

実
施
し
た
。
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
土
器
と
石
器
と
が
発
見
さ
れ
た
。
土
器
は
薄

手

の
も
の
で
あ
り
、
底
部
は
発
見
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
波
状

の
口
縁
部
が
あ
り
、
文
様
は
貝

殻
腹
縁
文
を
は
じ
め
平
行
沈
線
文

・
小
波
状
沈
線
文
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
口
唇
部

に
刻
み
を

入
れ
、
直
下

に
角
押
文
を
横
走
さ
せ
た
土
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

矢
吹
町
内

の
縄
文
早
期
の
遺
跡
は
ド
荒
只
C
遺
跡
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
以
前
と
く
ら
べ
遺
跡
数

の
増
加
が
知
ら
れ
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し
か
し
、
早
期
後
葉
の
集
落
は
、

ま
だ
ま
だ
小
規
模
で
あ

り
、
二
棟

一
群
す
な
わ
ち
、
二
棟
で

一
群
を
形
成

し
た
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
ま

た
炉
は

一
般
に
屋
内

に
あ
る
と

い
わ
れ
、
家
族
構
成
は
不
明
で
あ
る
が
、
小
規
模
な
集
落

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

早
期
中
葉

の
遺
跡
で
あ
る
茨
城
県
花
輪
台
貝
塚

か
ら
犬
骨
が
発
見
さ
れ
、
家
犬

の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
下
荒
具

狩

猟

と

採

集

C
遺
跡

の
人
々
も
石
嫉
を
用

い
た
弓
矢
を
た
ず
さ
え
、
犬
を

つ
れ
て
周
辺
の
山
野
で

シ
カ

・
イ

ノ
シ
シ
な
ど
を
対
象
に

の

生

活

狩
猟
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

一
集
落

の
人
数
も
少
な
く
、
集
団
的
な
狩
猟
は
考
え
ら
れ
ず
、
数
人
程

度

に
よ
る
個
人
的
な
狩
猟
に
近

い
も
の
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、

早
期

の
中
葉
か
ら
早
期
末

に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
岩
手
県
蛇
王
洞
洞
穴

に
お
い
て
は
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ

(約

二

二)
、
イ

ノ
シ
シ

(約

一
〇
)
を
中
心
に
カ
モ
シ
カ

(約
...)
、
タ
ヌ
キ

へ
一
)
、

ノ
ウ
サ
ギ

(
一
)、

ム
サ
サ
ビ

へ.一.)
、

ニ
ホ
ソ
ザ

ル

(
四
)、

鳥
類

(
三
)

な
ど

の

骨

の
出
土
が
報
告

さ
れ
、
さ
ら
に
イ

ノ
シ
シ

・
シ
カ
に
は
乳
歯
を
有
す
る
も
の
か
多

い
こ
と

か
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
狩
猟

の
傾
向
を
示
す
と
と

も

に
狩
猟
技
術

の
低
さ
を
感

じ
さ
ぜ
る
。

縄
文
早
期

は
、
旧
石
器
時
代
に
比
較
し
、
土
器
や
弓
矢

の
発
達
な
ど
大
き
な
変
化

を
.小
し
て
い
る
。
土
器
は
食
物

の
煮
沸
を
容
易

に
し
、
食

物

の
採
集
対
象
物
を
多
く
し
食
生
活
を
豊
か
に
し
、
弓
矢
は
飛
道
具
と
し
て
大
き
な
威
力
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前
述

の
よ
う
に
集
落

の
規
模
は
小
さ
く
、
そ
の
生
活

は
き
び
し
い
も

の
が
あ

っ
た
。
新
潟
県
室
谷
洞
窟
出
土

の
人
骨

に
激
し

い
労
働
を
行

っ
た
痕
跡
が
指
摘
さ
れ
、

横
須
賀
市
平
坂
貝
塚
の
人
骨

に
飢
餓
線
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
生
活

の
き
び
し
さ
を
伝

え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
生
活

の
中

で
、
縄
文
時
代
の
人

々
は
、
土
偶

に
自
然

の
幸

の
豊

か
さ
を
祈
る
と
と
も

に
、
遠
力

か
ら

(箱
根

・
伊
豆

・
山
形
な

ど
)
石
器

の
材
料
と
し
て
黒
曜
石
を
求
め
、
狩
猟

の
向
上
を
図

っ
て
い
る
。

ま
た
土
器
形
式

に
お
い
て
も
敏
感
な
反
応
を
示
し
、
下
荒
具

C
遺

跡

の
よ
う

に
海
岸
線
か
ら
遠
隔

の
地

に
あ
り
な
が
ら
、
海
産

の
貝
殻
を
用

い
て
貝
殻
腹
縁
文
を
施
す
な
ど
、
広

い
交
易

の
存
在
と
人
間
性
を
強

く
伝

え
て
い
る
。
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蕪 渡池上遺跡全景 中畑字中畑南

麟甘

麟
熱 ・1轟.

難蕊1
冨 許4苧

¥

5

遵
..

闘

臨
篇

纐
認

鵬

饗
響

鰐

韓
瀦繋講緻

や
㌃̀

◎

縄

文

前

期

さ

せ
て
施
文
し
た
も
の
)
と
撚
糸
文

(撚

っ
た
紐
を
細

い
棒
状

の
も
の
に
巻
き
付
け
て
、

さ

せ
て
施
文
し
た
も
の
)
と
が
非
常
に
発
達
し
、

は
ん
さ

い
ち
く

か
ん

い
竹
管
を
半
分
に
割

っ
た
も
の
で
施
文
す
る
半
戯
竹
管
文

と
貝
殻
腹
縁
文
が
発
達
し
、

粘
土
紐
を
貼
付
け
た
文
様
も
み
ら
れ
る
。

矢
吹
町
内
で
は
前
期

の
遺
跡

は
、渡
池
遺
跡
・赤
沢
山
遺
跡

・五
斗
蒔
2
遺
跡
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

渡
池
遺
跡
は
、
大
字
中
畑
字
中
畑
南

に
あ
り
、
中
畑
中

学
校

の
西
南
約

一
キ

ロ

渡

池

遺

跡

メ
ー
ト
ル
、
渡
池

の
南
に
続
く
夏
張
池

の
南
の
台
地
上
に
位
置
し
て
い
る
。
標

縄
文
早
期

の
土
器
は
ほ
と
ん

平

底

土

器

ど
尖
底
の
不
安
定
な
形
で
あ

っ
た
が
、
前
期

に
な
る
と
平
底

の
安
定
し
た
形
と
な

る
。
器
形
は
直
線
的

に
開
く
深
鉢
が
基
本
的
な
形
で

あ
る
が
、
胴
部
が
ふ
く
ら
み
幅
広

い
口
縁
部
が
少

し

外
反
し
、

口
縁
が
小
さ
な
波
状
を
示
す

も

の

も

あ

る
。
前
期
後
葉
に
は
、
浅
鉢
に
近

い
も
の
や
胴
下
部

が
円
筒
状

を
な
す
も
の
な
ど
器
形

の
変
化
が
知
ら
れ

る
。土

器
の
文
様
は
、
前
期
前
半

に
は
、
縄
文

(繊
維

よ

の
紐
を
二
本
以
上
撚

っ
た
も
の
を
直
接
土
器

に
回
転

こ
れ
を
回
転

各
種

の
施
文
が
み
ら
れ
る
。
前
期
後
半

に
な
る
と
細

東
北
地
方
で
は
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幽口同
は
二
九
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
が
、
台
地
の
北
東
と
南
西

に
は
夏
張
池

ま
で
の
び
る
水
田
面
が
広
が
り
、
見
通
し
の
き
く
地
形
で
あ
る
。

『
中
畑
地
区
地
名
表
』

に
は
渡
池
上
遺
跡
と
し
て
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
縄
文
土
器

・
土
偶

(
二
片
)

・
石
鍬

(鍬
形

・
有
柄

・
ア
メ
リ
カ
式
)

の
ほ
か
墨
書
銘
土
師
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
と
あ
る
。
付
近

の
縄
文
遺
跡
と
し

て
乗
越
1

・
狐
山
10
遺
跡
が
あ
る
。

遺
物

は
、
少

臆
の
土
器
月
が
収
集
さ
れ
て
い
る
が
小
片

で
時
期

の
明
確
な
も

の
が
少
な

い
。
±
器
片
中
横
走
す

る
隆
帯

に
縦

に
刻

み

を

入

れ
、
隆
川竃
の
下
側

に
そ

っ
て
二
条

の
縄
文
原
体
を
押
圧
し
た
文
様
は
、
花
積
ド
層
式

に
相
当
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た

口
縁
部

に
縦

の
刻
み
目
を

入
れ
、
そ

の
下
に
横
走
す
る
三
本
単
位

の
沈
線
文

を
配
し
た
も
の
は
、
前
期
後
葉

の
浮
島
式
相
当
と
推
定
さ
れ
る
。
渡
池
遺
跡

の
年
代
は
、
花

積
下
層
式

.
浮
島
式

の
二
時
期

と
推
定
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
平
行
沈
線
文
を
も
つ
土
器
は
早
期

の
可
能
性
が
あ

り
、
ま
た
有
柄

石
鐵

の
出
土
な

ど
は
後
期
以
降

に
も
生
活
が
営
ま
れ
た
可
能
性
を
示
し
て
お
り
、
複
合
遺
跡
と
い
え
る
。

赤
沢
山
遺
跡
は
、
大
和
久
字
赤
沢
山

に
あ
た
る
。
隈
戸
川
が
大
信
村

盛

躍
璽

…

.縛

夢

蕊
》
欝
轡
縄文前期土器 大和久字赤沢・赤沢山遺跡出土

赤

沢

山

遺

跡

か
ら
束
流
し
、
矢
吹
町
に
入

っ
て
流
れ
を
北

に
変
え
る
が
、
遺
跡
は

こ
の
流
路
変
更
地
点

の
右
岸

の
台
地
上

に
位
置
し
、
標
高

は
約
二
八
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど

で
あ

る
。遺

物
は
、
少
量

の
土
器
片
の
み
で
あ
る
が
、
前
期
前
半

の
特
色
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
平

口
縁

で
深
鉢
形
と
小
波
状

口
縁

で
深
鉢
形
の
器
形
が
推
定
さ
れ
る
。
文
様
は
、
横
走
す
る
羽

状
縄
文
が
緻
密

に
施
さ
れ
て
お
り
、
少
片

で
あ
る
が

ル
ー
プ
文

に
近
い
も

の
も
み
ら
れ
る
。

ル
ー
プ
文
が
少
な
い
が
、
関
東
地
方

の
関
山
式

に
相
当
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

五
斗
蒔
2
遺
跡

は
、
大
字
中
畑
字
松
房
に
あ

た
り
、
松
房
池

の
南
岸

五

斗

蒔

2

遺

跡

の
台
地
上
に
あ
り
、
後
背

に
は
比
高

一
〇

メ
ー
ト

ル
ほ
ど

の
丘
陵
が

あ
る
。
遺
物

の
発
見
岐
も
少
な
く
、
時
期
も
明
確
で
な

い
が
、
半
戴
竹
管

に
よ
る
施
文
と
想

定
さ
れ
る
平
行
沈
線

と
、
横
走
す

る
列
点
文
と
が
あ
り
、
前
期
後
葉

の
大
木
5
式
あ
る

い
は

81



始第二編 原

㌃ 野嚇r∵ 爵 識筑 、灘 海一 壁轡麟
か ぬ　

・ 嶋 臓
、鍵 難㌔

・弾∴ ∴ ∵談1源
鰍 歪や,甘吊 帰 旨

五"1情2遺 跡 全景 中畑字松1〃

.繕

　
"

魑 磯髄鞭

、
臥

丹

》 雛
縄文前期土器

。 編 閣

中畑字松房 ・五斗蒔2遺 跡出一ヒ

 

保
遺
跡
に
お
い
て
は
、
小

さ
な
沢

に
面

し
た
台
地

の
南
西
斜
面

の
中
腹

に
方
形
プ

ラ
ソ
の
竪
穴
住
居
趾
が
二
棟
発
見
さ
れ

て
い
る
。

規
模
は
、

三

・
五
〇

メ
ー
ト
ル
×
三

メ
ー
ト
ル
と
二

・
κ

x
三
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
プ
ラ
ン
で
あ
り

居
趾
と
も
床
面

の

.
部

に
焼
土
が
認
め
ら
れ
、
屋
内

に
炉
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

(撚
糸

の
末
端

の
結
東
部
で
施

し
た

「
の
」

の
字
の
文
様
)
や
網
目
状

の
撚
糸
文
が
み
ら
れ
大
木
1
式

こ
ろ
と
推
定
さ
れ
る
。

か
ら
発
見
さ
れ
た
遺
物

は
少
最
で
あ
り
、
ま
た
遺
跡

の
範
囲
も
小
さ
く
、
達
中
久
保
遺
跡
同
様

二
棟
前
後

の
構
成

で
あ

っ
た
と
推
定

さ
れ
る
。

一
棟
あ
た
り
の
居
住
人
員
ぱ
数
名
程
度
と
推
定
さ
れ
よ
う
。
宮
城
県
今
熊
野
遺
跡
で
は
前
期
前
葉

の
住
居
趾
が
五
九
軒
も
発
見
さ

れ

て

い

る

関
東
地
方

の
浮
島
式
と
推
定
さ
れ
る
。

矢
吹

町
内

の
前
期

縄
文
前
期
の
生
活

の
也遺
跡
数
は
三
カ

所
あ
げ
ら
れ
、
早
期

の

一
遺
跡

に
対
し
増

加
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
実
数

で
は
な

く
、
未
発
見
の
遺
跡
が
か
な
り
あ
る
と
み

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
阿
武
隈
山
地

に

お
け
る
早
期

・
前
期

の
遺
跡
数
と
は
開
き

が
あ
り
、
阿
部
隈
山
地
に
く
ら
べ
縄
文
早

・
前
期
の
遺
跡
数
は
少
な
い
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
。

前
期

の
遺
跡

の
発
掘
例
は
少
な
く
、
竪

穴
住
居
趾

の
規
模
あ
る
い
は
集
落

の
構
成

等
明

ら
か
で
は
な

い
が
、
石
川
町
達
中
久

住
居
肚

の

、
主
柱
穴

は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。
両
住

床
面
検
出
の
遺
物
が
少
な

い
が
、

ル
ー
プ
文

町
内

の
三
遺
跡
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(同

一
時
期
で
は
な
い
)
が
、
こ
れ

は
例
外
的
な
も
の
で
、

一
般

の
集
落
形
態
は
早
期
と
大
き
な
変
化
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
期

の
石
器

の
特
色
と
し
て
は
、
早
期

に
多
用
さ
れ
た
石
箆
が
減
少
し
、
縦
形
の
石
匙

(石
小
刀
)
が
発
達
し
、
石
鍛
は
や
や
大
き
く
扁
平

け

つ
じ
よ
う

な
形
態
が
多

い
。
磨
製
石
斧

.
磨
石
等
も
数
を
増
し
、
決
状
耳
飾
が

つ
く
ら
れ
る
な
ど
文
化
的
な
発
達
が
う
か
が
わ
れ
る
。

相
馬
郡
小
高
町
宮

田
貝
塚
の
報
告
書
に
よ
れ
ぽ
、

イ
ノ
シ
シ
の
骨
片

二
六

一
点
、

シ
カ
ニ
〇
七
点
が
出
土
し
て
お
り
、
次

に
タ
ヌ
キ

・
ノ
ウ

サ
ギ

.
イ
ヌ

・
キ
ツ
ネ

.
テ
ン
、
さ
ら
に
鳥
類
と
し
て
カ
モ

・
シ
ギ

・
ウ

ミ
ウ

・
キ
ジ
な
ど
の
出
土
が
報
告

さ
れ

て
い
る
。
貝
類

と
し
て
は
、

オ
オ
ノ
ガ
イ

.
カ
ガ
ミ
ガ
イ

.
ア
サ
リ

.
マ
ガ
キ

・
ア
ナ
ダ

ラ
属

・
ア
カ

ニ
シ

・
イ
ボ

ニ
シ

・
キ
サ
ゴ
が
あ
り
、
魚
骨

で
は
ク

ロ
ダ
イ

(
三
五

パ
ー
セ
ン
ト
)、

ス
ズ
キ

(三
二

.
五
パ
ー
セ
ン
ト
)
、

マ
ダ
イ

(
一
仁

・
五
パ
ー
セ
ソ
ト
)、

マ
フ
グ
類

(ヒ

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
)、

サ
メ
類

・

エ
メ
類

・
コ
チ

(各

二

・
五
パ
ー

セ
ン
ト
)

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

い
わ
き
市
弘
源
寺
只
塚

に
お

い
て
も
、
関
山
式
土
器
と
と
も
に
シ
カ

・
イ
ノ
シ
シ
の
骨
、

ス
ズ
キ

・
ク

ロ
ダ
イ

●
マ
ダ
イ

。
カ
ン
ダ
イ

●
カ

ツ
オ

.
サ
バ
の
魚
骨
、
ヤ

マ
ト
シ
ジ
ミ

.
ハ
マ
グ
リ
な
ど

の
只
類
と
、
鹿
角
製

の
釣
針

・
釧
な
ど

の
出
土
が
報
告

さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
報
告
は
縄
文
前
期

の
狩
猟
が
、

シ
カ

・
イ
ノ
シ
シ
を
中
心
と
し
、
そ

の
他
小
型
動
物

・
鳥
類

に
及
ぶ
状
況
と
、
海
岸
部

に
お
け
る

魚
携
活
動
の
あ

り
方

を
よ
く
伝
え

て
い
る
。
内
陸
部

に
お
け
る
漁
携

に
つ
い
て
は
、
現
在

の
と

こ
ろ
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
釣
漁
法
の
ほ
か
に

小
規
模
な
梁

・
ド
ウ
な
ど

に
よ
る
漁
法
等

の
存
在
も
考
慮
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う

に
縄
文
前
期

の
生
活
は
、
小
さ
な
集
団
で
個
人
狩
猟
を
中
心
と
し
、
季
節
的
な
自
生
の
植
物
を
採
集
す
る
生
活
で
あ
り
、
採
集
形

態
が
未
発
達
な
た
め
定
住
期
間
も
短

か
い
も
の
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

第二章 縄 文 時 代

⇔

縄

文

中

期

中
期
は
、
縄
文
化
が
大
き
く
飛
躍
す
る
時
期
で
あ
る
。
集
落

は
大
規
模
と
な
り
、
遺
跡
数
も
増
加
す
る
と
と
も
に
、
住

中

期

の

特

徴

居
肚
内

に
石
組
炉
が
普
遍
的

に
設
置

さ
れ
、
と
く

に
本
県
内

で
は
複
式
炉
が
独
特

の
発
達
を
示
す
。

一
方
、
遺
物

の
う

、凡
で
も
石

皿
の
ほ
か
石
棒

.
土
偶

.
三
脚
石
器

(
土
製
品
も
あ
り
)
な
ど
が
出
現

し
、
呪
術
的
要
素
を
も

つ
遺
物
が
増
加
し
、
ま
た
土
器
も
本

83
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載
竹
管
文

・
浮
線
鋸
歯
文

・
撚
糸
圧
痕
文
な
ど
が
施
文
さ
れ
て
お
り
、

影
響
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
少
量
で
あ
る
が
大
木
跳
式
類
似
の
破
片
も
み
ら
れ
、

須
賀
川
市
立
博
物
館

(故
首
藤
保
之
助
集
蔵
品
)

中
畑
字
稲
荷
釜
の
北
釜
遺
跡

か
ら
中
期
末
葉
と
推
定
さ
れ
る
土
器
片
が
少
量
採
集
さ
れ

て
い
る
。

来
の
煮
沸

・
貯
蔵
な
ど
の
機
能
か
ら
は
な
れ
、
上
半
部

に
大
き
な
装
飾
が
つ
い
た
形
態

と
な
り
、
土
器
自
体

に
も
呪
術
的
な
要
素
が
感
知
さ
れ
る
。

矢
吹
町
内

の
中
期

の
遺
跡
と
し
て

『中
畑
地
区
地
名
表
』

に
は
、
前
期
の
遺
跡
と
し

て
あ
げ

た
渡
池
上
遺
跡
で
は
中
期
の
阿
玉
台
式

も
出
土
す
る
と
さ
れ
、
柏
山
遺
跡
で
は

加
層
利
E
式
お
よ
び
後
期

の
堀
之
内
式

の
遺
跡
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡

力
ー

ド
で
は
、
芹
沢

(柿
之
内
字
子
八
清
水
)

・
赤
沢

B

(
大
和
久
字
赤
沢
)
が
あ
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
各
遺
跡
と
も
資
料
を
実
見
で
き
な
か

っ
た
。

向
原
遺
跡

は
、
『中
畑
地
区
地
名
表
』
で
は
単

に
縄
文
土

器

と

向

原

遺

跡

の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
比
較
的
ま
と
な

っ
た
資
料
が
出
土

し
て
い
る
。

向
原
遺
跡
は
、
矢
吹
町
の
南
端
部

に
あ
た
り
、
泉
川
の
右
岸
、
泉
崎
村
に
接
し
て
お

り
、
南
西

に
は
水
田
地
帯
が
広
が

っ
て
い
る
。
漂
高
約
二
九
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
台
地

上

に
位
置
し
、
『
中
畑
地
区
地
名
表
』

に
よ
れ
ぽ
縄
文
土
器
の
ほ
か
、

弥
生
土
器

・
土

師
器
ま
で
散
布
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

縄
文
中
期

の
遺
物

を
上
図
に
示
し
た
が
、
沈
線

の
内
部
に
節

が

あ

る

角
押
文

・
半

お

た

ま

大
木
%
式
平
行
期
と
推
定
さ
れ
る
が
、
関
東
地
方

の
阿
玉
台
式
土
器
の

二
～
三
時
期

に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

に
は
、
陣
ガ
岡

の
丘
陵
上
か
ら
大
木
既
式
相
当

の
土
器
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
字

思
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現
在
知
ら
れ
る
中
期

の
遺
跡

は
、
以
上

の
よ
う
に
六
遺
跡

ほ
ど
あ
げ
ら
れ
、
前
期
に
く
ら
べ
遺
跡
数

の
増
加
が
推
定

集

落

の

発

達

さ
れ
る
が
、
遺
跡

の
規
模
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
具
体
的
な
遺
構
な
ど
も
あ
げ

る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。

と

生

活

本
県
内

の
中
期
後
葉

の
遺
跡
は
、
独
立
丘
陵
上

・
舌
状

台
地
あ
る
い
は
河
岸
段
丘
上
な
ど

に
か
な
り
大
規
模
な
集
落

を
形
成
し
、
住
居
趾

は
直
径
四
～
七

メ
ー
ト
ル
の
円
形
プ

ラ
ン
を
も
ち
、

い
ず
れ
も
複
式
炉
と
よ
ば
れ
る
特
色
あ
る
炉
を
内
部

に
備

え

て

い

る
。
住
居
趾

の
数
も
増
加
し
、
遺
跡

の
部
分
的
な
発
掘
で

二
〇
棟
前
後
が
発
見
さ
れ
る
例
が
増
加
し
て
い
る
。

複
式
炉
を
屋
内
に
備
え
た
住
居
玩
は
、
新
潟
県
下

で
中
期
中
葉

に
出
現
し
、
中
期
中
葉
に
な

っ
て
福
島
県
内
に
広
く
普
及
し
、
南
は
北
関
東

か
ら
、
北
は
岩
手
県
南
部
ま
で
普
及
す
る
。
周
辺
部

の
複
式
炉

は
や
や
形
態
的
な
崩
れ
が
み
ら
れ
、
新
潟

・
山
形

・
福
島

・
宮
城
が
分
布

の
中

心
と
推
定
さ
れ
る
。
と
く

に
県
北

・
県
中
地
方
で
集
中
し
て
発
見
さ
れ
て
お
り
、
二
本
松
市
の
原
瀬
上
原
、
塩
沢
上
原
A

・
B
、
田
地
ガ
岡
遺

カ

ソ
バ

ラ

跡
、
郡
山
市

の
ビ
ワ
首
沢
、
本
宮
町

の
上
原
遺
跡
な
ど
で
は
、

い
ず
れ
も

二
〇
棟
前
後

の
住
居
趾
が
発
見
さ
れ
、
中
期
に
お
け
る
集
落
規
模
の

増
大
を
示
し
て
い
る
。
矢
吹
町
内
か
ら
は
複
式
炉
を
伴
う
住
居
堆
が
発
見
さ
れ
て
い
な

い
が
、
阿
武
隈
川
を
は
さ
ん
だ
対
岸

の
石
川
町
の
田
上

遺
跡

で
は
検
出
さ
れ
て
お
り
、
当
然
複
式
炉

の
分
布
圏
内
に
入

っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

複
式
炉
未
発
見
の
原
因
に

つ
い
て
は
、
中
期
後
葉

の
遣
跡

の
立
地
条
件
で
あ
る
独
立
丘
陵
あ
る

い
は
舌
状
台
地
等

の
地
理
的
条

件

の
不

足

が
、
遺
跡
数

に
影
響

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
げ
ら
れ

よ
う
。
す
な
わ
ち
矢
吹
町
の
地
理
的
特
色

で
あ
る
平
坦
面
が
多

い
こ
と
が
複
式
炉
未
発
見

の

一
原
因
と
も
考
え
ら
れ
る
。

縄
文
中
期
は
、

一
般

に
遺
跡
数

の
増
加
と
遺
跡
規
模

の
増
大
な
ど
と
と
も
に
遺
物

の
面
で
も
大
き
く
飛
躍
し
た
時
期
で
あ
る
。
土
器
自
体
も

機
能
的
な
面
か
ら
離
れ
た
呪
術
的
要
素
を
も

つ
も
の
が
作
ら
れ
る
と
と
も

に
、
深
鉢

・
浅
鉢

・
大
型

・
小
型

の
機
能
的
な
分
化
が
進
み
、
さ
ら

に
中
期
末

に
は
精
製
土
器

の
ほ
か
縄
文

の
み
を
施

し
た
深
鉢
形

の
粗
製
土
器
が

つ
く
ら
れ
、
ま
た
器
台
と

こ
れ
に
の
せ
る
注
口
の
付

い
た
浅
鉢

が

つ
く
ら
れ
る
な
ど
、
生
活
用
具
と
し
て
の
発
達
と
精
神
的
な
高
ま
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

生
活
用
具

の
発
達
と
し
て
は
、
石
皿
の
発
達
が
あ
げ
ら
れ
る
。
石
皿
の
用
途
は
、
磨
石
と
の
併
用
で
ト
チ

の
実
や
ド

ン
グ
リ

・
球
根
類

の
製

粉

に
用

い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
、

ク

ッ
キ
ー
状
炭
化
物

や
パ

ン
状
炭
化
物
の
存
在
と
あ
わ

せ
、
中
期
に
お
け
る
食

生
活

の
改
善
を
推
測
さ
せ
る
。
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前
期
以
前

の
食

生
活
が
狩
猟
と
季
節
的
な
植
物

と
の
組
合

せ
と
想
定

し
た
場
合
、
狩
猟
は
非
常

に
不
安
定
な
も

の
で
あ
り
、
食
料

の
確
保
は
困

難
が
予
想
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
集
落
規
模
も
制
約
さ
れ
る
。

ト
チ
の
実

・
ド

ン
グ
リ
等
の
堅
果
類
は
、
貯
蔵
が
容
易

で
あ
り
、

ト
チ
の
実

は
近
世
に
お
い
て
も
備
慌
食
糧

と
し
て
保
存
さ
れ
た
例
も
あ
る

よ
う
に
、

こ
れ
ら
堅
果
類
を
食
糧
と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
食

生
活
上
大
き
な
変
革

で
あ

っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
堅
果
類

の
採
集
は

女
性
で
も
可
能

で
あ

り
、
実
質
的
な
稼
働
人
員
の
増
加
を
意
味
す
る
。
あ
く
ま
で
も
推

測
で
は
あ
る
が
、
縄
文
中
期

の
集
落

の
大
規
模
化
、
文

化
的
発
達

は
、
こ
の
よ
う
な
堅
果
類

の
採
集
を
中
心
と
し
た
生
業
形
態

へ
の
移
行
が
大
き
な
原
因
で
あ

っ
た
と
考
え
た
い
。

中
期
集
落

の
拡
大
と
と
も
に
、
集

団
内

に
お
け
る
個
人
的
自
由
と
集
団

の

一
員
と
し
て
の
結
束

と
が
新
た
な
問
題
と
な

る
。
集
団
狩
猟
に
お

い
て
は
獲
物

の
配
分

に
は

.
応

の
規
律
が
必
要
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
対
し
植
物

の
採
集

は
個
人
的
行
為
と
し
て
認
容
さ
れ
う
る
面
が
あ

っ
た
と

思
わ
れ
る
。
中
期

の
集
落

で
は
、
各
住
居
趾
ご
と
に
炉
を
備
え

て
お
り
、
と
く

に
複
式
炉

の
存
在
は
各
住
居
趾
単
位

の
食
生
活
が
想
定
さ
れ
、

集
団
内
に
お
け
る
家
族
単
位

の
行
動

を
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
個
人
あ
る
い
は
家
族
単
位

の
行
動

は
ご
く
限
定
さ
れ
た
も

の
で
あ

り
、
集
落

共
同
体
内

で
植
物
採
集

の
時
期

・
地
域

・
対
象
な
ど

に
つ
い
て
は
強

い
規
制
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
集
落
間

に
も
狩
猟
圏

・
採
集

圏
を
め
ぐ
る
対
立
も
想
定
さ
れ
、
集

団
の

一
員
と
し
て
の
規
制
は
強

い
も

の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

縄
文
中
期

に
石
棒

・
土
偶

・
三
脚

石
器
な
ど
呪
術
的
遺
物
が
多
用
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
集
団
員
の
増
加
と
と
も

に
集
団
内

の
結
束
や
意
識

の
統

一
を
図
る
必
要

か
ら
発
達
し
た
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。

縄
文
中
期
は
、
文
化
的

に
大
き
く
飛
躍
し
た
時
期
で
あ
る
が
、
中
期
末

に
ぱ
後
期
文
化

の
新
し

い
胎
動
と
と
も

に
、
中
期
的
生
業
形
態
か
ら

の
脱
皮
や
共
同
体
組
織

の
問
.題
な
ど
が
生
ま
れ

つ
つ
あ

っ
た
。

土

器

の

変

化

四

縄

文

後

期

中
期
の
土
器
は
、
豪
装
華
麗
な
も
の
が

つ
く
ら
れ
る

一
方
、
深
鉢

・
浅
鉢

・
特
殊
形
態

土
器
な
ど
、
器
形
分
化
が
み
ら

れ
、
そ
の
末
葉
に
は
、
精
製
土
器
と
は
別
個
に
粗
製

の
土
器
が
作
ら
れ
、
用
途

に
よ
り
土
器
形
態

を
分
化
す

る
傾
向
を

86



第二章 縄 文時 代

示
す
。
後
期

に
な
る
と
器
形
の
分
化
は
さ
ら
に
進
み
、
深
鉢

・
浅
鉢
は
も
ち
ろ
ん
、
注

口
土
器
が
普
遍
化

し
、
壷
形
土
器
が
新

し
く
加
わ
る
と

と
も

に
、
双
口
土
器

・
濾
過
孔
付
注

口
土
器

・
香
炉
形
土
器

・
環
状
胴
注
口
土
器
な
ど
非
常
に
特
異
な
器
形
ま
で
作
製
さ
れ
、
縄
文

土
器
発
達

の
中

で
形
態
的
分
化
が
最
高
に
達

し
た
時
期
と

い
え
る
。

『中
畑
地
区
地
名
表
』

に
は
、
大
字
中
畑
地
区
の
後
期

の
遺
跡
と
し
て
乗
越

・
狐
山

・
柏
山
の
三
遺
跡
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
遺
跡
力
ー
ド

で
は
西
原

(明
神
字
西
原
)
・
牛
募

作

(矢
吹
字
新
町
)
・
赤
沢
山

(大
和
久
字
赤
沢
)
遺
跡
と
前
述

の
柏
山
遺
跡
と
が
あ
げ
ら
れ

て
お
り
、
六

遺
跡
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

柏
山
遺
跡
は
、
松
房
池

の
西
南
方
向
約
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
と
六
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
二
地
点

に
あ
り
、
毒
清
水
か
ら
北

へ

柏

山

遺

跡

の
び
る
小
さ
な
沢
を
は
さ

ん
で
所
在
す
る
。
元
来
は
こ
の
沢
べ
り
の
微
高
地
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
昭
和

三
十
七
年

開
田
さ
れ
た
。
懐
高
は
約

二
九
〇

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

遺
物
は
、
後
期
前
葉
の
堀
之
内
式
箱

当
す
る
土
器
と
石
鐡

・
打
製
石
斧

・
石
皿
・
磨
石
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
(徽

融
町
牌

軽

。

赤
沢
遺
跡
は
、
隈
戸
川
が
大
信
村

か
ら
東
流
し
、
矢
吹
町
大
和
久

に
い
た

っ
て
急
角
度
を
な
し
て
北
流
す
る
が
、
そ
の

赤

沢

遺

跡

流
路
変
換
地
の
右
岸
に
位
置
し
て
い
る
。
南
東

に
は
大
和
久

の
丘
陵
が
迫

っ
て
お
り
、
隈
戸
川
と
大
和
久
の
丘
陵

に
は

さ
ま
れ
、
標
高
約

二
九
〇

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
遺
跡
は
東
西
約

↓
○
○

メ
ー
ト
ル
、
南

羅懸

灘
鯉
灘

縄文後期土器

中畑柏山 ・柏山遺跡出土

北
五
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
が
、
東
半
分
は
土
師
器
の
散
布
が
み
ら
れ
、
西
端
部
が

縄
文
後
期

の
遺
物
包
含
層
と
な

っ
て
い
る
。
遺
物
は
磨
製
石
斧

・
石

ヒ
な
ど
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。

オ
ム

ロ
前
遺
跡

か
ら
も
堀
之
内
式
相
当

の
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
地
形
そ
の
他

は
不
明

で
あ
る
。

縄
文
中
期

の
集
落

は

一
般
に
独
立
丘
陵
上
あ
る
い
は
舌
状
台
地
の
先
端
な
ど

に
立
地

す
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ

に
対
し
後
期

の
遺
跡
は
、
盆
地
内

の
低
湿
地
周
辺
や
河
谷
平
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○

メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
ド

ー
ナ
ツ
状

の
配
石
遺
構

(環
状
列
石
)
な
ど
が
新
た
に
加
わ
る
。

し
、
新
し

い
後
期
文
化

へ
と
変
質

し
て
い
っ
た
と

い
え
よ
う
。

中
期

か
ら
後
期
文
化

へ
の
変
質

の
要
因
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
集
落

の
低
地
化
に
つ
い
て
は
、
採
集
対
象
物
を
低
地
あ
る
い
は
低
湿
地
等

に
求

め
た
と
も
考
え
ら
れ
、
生
業
形
態

の
変
化
が
あ

っ
た
も

の
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
土
器
形
態

の
変
化
は
採
集
物
の
変

化

と

あ

わ

せ
、
食
生
活

の
改
善
も
推
定
さ
れ
る
。

地

の
微
高
地

に
位
置
す
る
こ
と
が
多
い
。
柏
山
遺
跡

・
赤
沢
山
遺
跡
と

も
低
地
に
立
地
し
、
後
期
集
落
と
し
て
の
特
色
を
も

っ
て
い
る
。
集
落

の
規
模
は
中
期

の
遺
跡

に
く
ら
べ
縮
小

し
て
い
る
こ
と
が

感

じ

ら

れ

る
。

縄
文
後
期
は
、
土
器
形
態

の
分
化

の
面
で
大
き

集
落
立
地
の
変
化

な
発
達
を
み
せ
る
と
と
も

に
、
海
岸
地
帯
で
は

各
種
の
漁
携
用
具

の
発
達

を
み
、
ま
た
貝
製
の
腕
輪
や
鹿
角
製

の
ヘ
ア

ピ

ン

・
腰
飾

・
耳
飾
、
±
面

・
土
版

・
岩
版

・
ス
タ
ン
プ
型
土
製
品
な

ど
各
種

の
遺
物
が
出
現
す
る
。
さ
ら
に
彩
色
土
器

・
漆

器
な
ど
も
使
用

し
て
お
り
、
後
期
文
化
の
発
展
を
示
し

て
い
る
。

一
方
、
遺
跡

の
立
地
は
台
地
上
か
ら
低
地

へ
の
移
行
が
目
立
ち
、
規

模
も
縮
小
す
る
傾
向
を
示
す
。
ま
た
中
期
後
葉

に
非
常

に
発
達
を
み
せ

た
複
式
炉
は
完
全

に
姿

を
消
し
、
単
純
な
石
囲
炉
と
変
化
す
る
。

こ
れ

ら
の
変
化

に
相
応
し
て
、
竪
穴
床
面

に
平
石
を
敷
き

つ
め
た
敷
石
住
居

趾
、
あ
る

い
は
船
引
町
前

田
遺
跡

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
直
径
三
〇
～
五

こ
の
よ
う

に
種
々
な
面
で
中
期
的

要

素

が
衰

退
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さ
き
に
環
状
列
石
な
ど

の
石
造
遺
構
の
発
達

に
つ
い
て
の
べ
た
が
、
直
径
三
〇
～

五
〇

メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
環
状
列
石

の
築
造
ぱ
集
落
共
同

体

の
総
力
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
労
働
力
を
集
結
さ
せ
る
必
要
性

は
、
集
落
共
同
体

の
結
束
を
高

め
る
必
要

性
が
大
き
な
起
因
と
も
考
え
ら
れ

よ
う
。

貝
塚
出
土
の
後
期
人
骨
を
検
討
す
る
と
健
康
な
歯
を
計
画
的

に
抜
歯
す
る
風
習
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
成
人
し
て
集
落

の
成
員
と
な
る

た
め
の
通
過
儀
礼
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
ま
た
集
落

の

一
員
と
し
て
の
規
制
と
結
束
を
高

め
る
た
め
の
要
因
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。こ

の
よ
う
に
後
期
社
会

の
特
色
と
し
て
、
集
団
規
制

の
強
化
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ

の
原
因

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
中
期
以
降

の
人

口
の

増
加
と
自
然

の
食
料
資
料

の
供
給
と

の
バ
ラ
ソ
ス
が
問
題
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
人

口
増
加
と
と
も
に
集
落
共
同
体
の
採
集
圏
の
確
保
、
あ

る
い
は
共
同
体
内
部

で
の
採
集

の
時
期
、
地
域
等
の
問
題
で
の
内
部
規
制
等

の
必
要
性
な
ど
が
大
き
な
要
因
で
な
か
っ
た
か
と
想
定

さ
れ
る
。

㈲

縄

文

晩

期

縄
文
晩
期

は
、
亀

ガ
岡
式
土
器

(青
森
県
亀
ガ
岡
遺
跡

の
土
器
を
標
式
と
す
る
)

の
名
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
肉

縄
文
晩
期
の
土
器

彫
り
的
な
技
法
を
用
い
た
精
緻
な
土
器
が
数
多
く
つ
く
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。

精
製
土
器
は
、

後
期

の
土
器
が
非
常

に
変
化
に
富

ん
で
い
る
の
に
対

し
、

晩
期

に
な
る
と
器
形

・
文
様
と
も
定
形
化
す
る
。

器
形
は
、

深

鉢

・
浅
鉢

・
壷

・
注

口
土
器
が
あ
り
、
注

口
土
器
は
算
盤
玉
の
よ
う

に
胴
中
央
部
が
稜
線
を
も

っ
て
張
出
し
た
よ
う
な
形
と
な
り
、
文
様

は
胴

上
半
部

に
磨
消
緒
文

手
法
を
伴
う
半
肉
彫
り
的
手
法
で
加
飾
さ
れ
る
。
ま
た
よ
く
磨
き
が
か
け
ら
れ
光
沢
を
も

っ
た
精
緻
な
も
の
が
あ
る
。
文

様
は
、
前
葉
に
は
横
位
に
展
開
す
る
複
雑
な
雲
形
文

が
発
達
す
る
が
、
徐
々
に
雲
形
文

は
平
板
化

し
、
単
純
化
し
て
工
字
文

へ
移
行
し
磨
消
縄

文

は
み
ら
れ
な
く
な
る
。

粗
製
土
器
は
、
単
純
な
深
鉢
形
で
、
施
文

は
撚
糸
文

・
網
目
状
撚
糸
文

・
斜
縄
文

・
条
痕
文
な
ど
が
あ
り
、
複
合

口
縁
が
多
い
。

こ
れ
ら
の

粗
製
土
器
は
、
炭
化
物
の
付
着
や
再
加
熱
痕
が
強
く
主
と
し
て
食
物

の
煮
沸

に
用

い
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
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土
器
以
外

に
は
、

後
期
と
同
様
、

土
偶

・
土
版

・
耳
飾

・
ス
タ
ン
プ
形
土
製
品

・
土

錘

な
ど
が
あ
り
、

ま
れ

に
は
土

晩

期

の

生

活

而

.
動
物
土
偶

・
き

の
こ
形
土
製
品
な
ど
が
あ

る
。
石
器
と
し
て
は
石
鑛

・
石
匙

・
石
錐

・
石
錘

・
石
皿

・
石
斧

・
石

棒

・
石

刀
な
ど
が
あ
る
。

い
わ
き
市
の
寺
脇
貝
塚

で
は
、
鹿
角
製

の
組
合
釣
針

・
離
頭
鈷
頭
な
ど

の
す

ぐ
れ
た
漁
携
用
具
や
装
飾
品
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。

矢
吹
町
内

の
縄
文
晩
期

の
遺
跡
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
柿
之
内
字
子
八
清
水
、
芹
沢

の
芹
沢
遺
跡

し
か
知
ら
れ

て
い
な
い
。
同
遺
跡
は
、
矢
吹

町

の
最

西
端

に
位
置
し
、
東

西
に
の
び
る
沢

の
北
縁

の
緩
斜
面
に
立
地
し
て
お
り
、
標
高

は
二
九
〇
～
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。
約
七

万
平

メ
方

ー
ト
ル
ほ
ど

の
広
範
囲
に
わ
た
り
土
師

の
散
布
が
み
ら
れ
る
が
、
そ

の

一
部

か
ら
縄
文
中
期

・
晩
期

の
遺
物
が
採
集
さ
れ
る
。

縄
文
晩
期

の
遺
跡

は
、
後
期
と
同
様
、
河
谷
平
地
あ
る
い
は
氾
濫
原
を
望
む
地
点
に
位
置
す
る
こ
と
が
多

い
。
関
東
地
方
で
は
晩
期

の
貝
塚

は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
り
、
内
陸
部
で
も
遺
跡

の
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
県
内

に
お
い
て
は
、
晩
期

の
遺
跡
数
が
減
少
す
る
傾
向
が
感

じ
ら
れ
る
が
、
晩
期

の
遺
跡
は
標
高

.二
〇
〇
～
四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
山
間
部

に
意
外

に
分
布

し
て
い
る
。
広
範
囲

に
わ
た
る
統
計
的
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
な

い
た
め
明
確

で
は
な

い
。

矢
吹
町
内
で
の
晩
期
の
遺
跡
は
、

】
遺
跡
の
み
し
か
あ
げ
え
な
か

っ
た
が
、
時
期
が
明
確
で
な
い
縄
文

遺
跡
が
か
な
り
あ
り
、
そ
れ
ら
の
時

期
別
検
討
を
行
わ
な
け
れ
ば
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
で
き
な

い
。

縄
文
晩
期
は
、
縄
文
土
器
を
代
表
す
る
亀

ガ
岡
式
土
器
が

つ
く
ら
れ
た
時
期

で
あ
り
、
土
器
製
作
技
術
と
し
て
は
最
も
発
達
し
た
段
階
に
あ

っ
た
と

い
え
る
。
ま
た
土
器

の
み
で
な
く
前
述

の
よ
う
に
各
種
の
遺
物
が

つ
く
ら
れ
、
漆
塗

の
土
器
や
藍
胎
漆
器

の
よ
う
な
漆
工
芸

の
発
達
、

あ
る
い
は
海
岸
部

に
お
け
る
精
巧
な
漁
携
用
具

の
発
達
な
ど
東
北
地
方

の
縄
文
晩
期
は
高

い
文
化
内
容
を
示

し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
関
東

地
方
以
西
で
は
文
化
的
停
滞
が
み
ら
れ
、
そ
の
間
隙
を
縫
5
よ
う
に
亀
ガ
岡
原
土
器
の
影
響
が
遠
く
愛
知
県
内
ま
で
浸
透
し

て
い
る
。

一
方
、

遺
跡

の
規
漠
は
小
さ
く
な
る
傾
向
を
示
し
、
抜
歯

の
風
習
が
引
き
続
き
行
わ
れ
、
土
器
の
器
形
が
定
形
化
す
る
傾
向
等

は
、
採
集
経
済

に
お
け

る
問
題
点
を
か
か
え
、
集
落
共
同
体
内

の
規
制
が
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

矢
吹
町
内
の
晩
期

の
文
化
内
容

は
、
発
掘
調
査

の
資
料
が
な
く
明
確
で
は
な

い
が
、
堅
果
類
を
は
じ
め
と
す
る
自
生
植
物
の
採
集
と
狩
猟
と
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に
よ
り
、
地
方

的
特
色
を
も
ち
な
が
ら
晩
期
の
文
化
を
維
持
し
て
い
た
も

の
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

縄
之
文
化
は
、
早
期
の
二
棟

一
群
と
よ
ば
れ
る
よ
う
な
小
規
模
な
集
落
か
ら
中
期
の
大
規
模
な
集
落

へ
と
発
展
し
、
後

新

し

い

文

化

川

・
晩
期

へ
と
文
化
的
発
展
を
み
せ
た
が
、
採
集
経
済

か
ら
抜
け
き
れ
な
か

っ
た
。
白
然

の
食
料
資
源
の
供
給

に
は
限

へ

の

発

展

度
が
あ
り
、
人

口
増
加
と
と
も

に
需
要
と
供
給
と

の
バ
ラ

ン
ス
は
崩
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
晩
期
に
お
け
る
関
東
地
方
以

西

の
文
化
的
停
滞

は
、

こ
の
よ
う
な
採
集
経
済

の
矛
盾
が
起
因
と
考
え
ら
れ
よ
り
。

縄
文
晩
期

の
後
葉

(紀
一兀
前

.二
〇
〇
年
ご
ろ
)
、
北
九
州
地
方

を
中
心
と
し
て
、
大
陸
文
化

の
影
響
を
う
け
た
新

し
い
文

化
が
誕

生
し
た
。

い
わ
ゆ
る
弥
生
文
化
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
急
速
に
東
日
本
に
波
及
し
た
。
矢
吹
地
方

に
も
紀
元

一
〇
〇
年
前
ご
ろ
弥
生
文

化

が

波

及

し
、
縄
文
時
代
は
終
末
を
告
げ
る
。

矢
吹
町
内

の
縄
文
遺
跡

の
発
掘
調
査
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
ド
荒
具
C
遺
跡

の
み
で
あ
り
、

そ
の
他

の
資
料
も
非
常

に
少
な
く
、
縄
文
文
化
を

明
確

に
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
縄
文
遺
跡
は
数
多
く
存
在
し
て
お
り
、
〈,
後

こ
れ
ら

の
保
存
と
調
査
を
行
え
ぽ
矢
吹
町

内

の
原
始
文
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ

る
。
祖
先

の
遺
し
た
貴
重
な
文
化
遺
産
を
大
切

に
取
扱
う

こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

(目
黒

吉
明
)

第
三
章

弥

生

時

代

第三章 弥 生 時 代

弥
生
時
代
の
特
色

一

弥
生
時
代

の
概
観

旧
石
器
時
代
に
続
く
縄
文
文
化
は
、
約

一
万
年
前
こ
ろ
日
本
列
島

に
誕
生
し
、

日
本
列
島
内
で
徐

々
に
発
達

し
、
縄
文

せ

い

ち

晩
期

に
は
、
精
緻
な
土
器

・
漆
器
な
ど
原
始

工
芸
と
し
て
優
れ
た
水
準

に
達

し
、
ま
た
漁
携
用
具

で
あ
る
骨
角
器
な
ど
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始第二編 原

宮城県および

岩 手 県南 部

第3表 弥生土器編年表
一 霜

島 県

浜通り南部[会津 地 方1中通り地方浜通り北部

1
北関東西部 北関東東部

福浦島下層

寺下囲?

桝形囲

南小泉・西台畑

円田

清水

南小泉の一部

藤堂塚

　
囲
部

山

一

埼
(

盤常

+

上 ノ原

原 山

桜井1

桜井 且

上 ノ原
(一 部)

御代田

制

沢

倉

山

野

ガ

ゆ

號

棚

柏

稿

天

側

上野尻

今和泉

南鋤⊥II

南御山匹

ニツ釜

川原町口

天王山

大 山

鵡 平僧

三百刈

中開津

}糊 南

十

天神原

玉 山

女方(一部)

野沢1

野沢H

足洗

四十坂

仙 波

出流原

庖見町

口荒

用土?+

郡子

+

+

長

東中根

長 岡

十王台

剣崎?

樽

(中村五郎作製、目黒修正)

も
機
能

的
に
非
常

に
優
れ
た
段
階

に
達

し
て
い
た
。

し
か
し
縄
文
文

化

は
、
石
器
や
骨
角
器
を
用
い
て
の
狩
猟
あ
る
い
は
漁
携
と
自
生
植

物

の
採
集
を
生
業
と
す
る
採
集
経
済

の
段
階
に
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

紀
元
前
三
〇
〇
年
ご
ろ
北
九
州
地
方

に
、
大
陸
文
化

の
影
響
を
う

け
て
新
し

い
文
化
が
誕
生
し
た
。
稲
作
を
行

い
、
機
織

の
技
術
を
も

つ
と
と
も
に
、
金
属
器
を
伴
う
高
度
な
文
化

で
あ
り
、
共
存
す
る
石

器
も
柱
状
片
刃
石
斧

・
太
型
蛤
刃
石
斧

・
石
庖
丁

・
石
鍬

(磨
製
)

な
ど
縄
文
時
代

の
石
器
と
は
形
態
を
異
に
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て

い
る
。

弥
生
時
代

の
下
限

は
、
階
級
社
会
成
立
の
メ
ル
ク

マ
ー
ル
と
さ
れ

る
古
墳
(
王
あ
る
い
は
豪
族

の
た
め
基

か
れ
た
高
塚
式

の
大
形
墳
墓
)

が
築
造
さ
れ
る
ま
で
と
さ
れ
、
そ

の
時
期
は
三
世
紀
末
な
い
し
四
世

紀
初
頭
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
弥
生
時
代
は
、
こ
の
間
約
六
〇
〇
年

に
わ
た
る
が
、
大
き
く
紀
元
前
三
～
二
世
紀
の
約

二
〇
〇
年
を
前
期

と
し
、
紀
元
前

一
世
紀
と
紀
元

一
世
紀

の
二
〇
〇
年
を
中
期
、
紀
元

二
～
三
世
紀
を
後
期
と
し
て
大
別
し
、
さ
ら
に
各
期
を
土
器
形
式

に

ょ

っ
て
細
別
し
て
い
る
。
北
九
州

に
誕
生
し
た
弥
生
文
化
は
、
前
期

に
は
大
阪
平
野
や
畿
内
ま

で

波

及

し
、
畿
内
で
は
畿
内
第
-
様
式

(
古

.
中

・
新
)
土
器
が
形
成
さ
れ
る
。
さ
ら
に
愛
知
県
周
辺
で
は
、
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畿
内
第
-
様
式
類
似

の
土
器
と
と
も
に
縄
文

土
器

の
影
響
を
強
く
う
け
た
条
痕
を
施

し
た
獲
類
が
共
伴
し
、
東
海
地
方
西
部

に
お

い
て
は
、
前

期
後
葉

の
時
期

に
同
地
の
縄
文
土
器
の
伝
統

を
強
く

の
こ
し
た
弥
生
土
器
形
式
が
形
成
さ
れ
た
と

い
わ
れ
る
。

東
日
本

へ
の
弥
生
文
化
の
波
及
は
、
前
述
の
東
海
地
方

の
弥
生
文
化
を
媒
体
と
し
て
吸
収
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
関
東
地
方

の
初
期
の
弥
生
土

器

に
は
、
東
海
地
方

の
条
痕
文
土
器
の
影
響
が
強
く
現
わ
れ

て
い
る
。
本
県
内

か
ら
も
東
海
地
方

で
作
ら
れ

て
搬
入
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
条

痕
文
土
器
や
、
木
葉
文
土
器

(破
片
)
な
と
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
波
及
期
以
降
は
、
縄
文

土
器

の
伝
統
を
強
く
の
こ
し
た
地
域
色

の
濃
厚
な
土
器
が
主
体
と
し
て
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

県
内

へ
の
弥
生
文
化
波
及

の
時
期

に
つ
い
て
は
、

従
来
中
期
初
頭
と

考
え
ら
れ
て
い
た

・

D

が
、
畿
内
第
-
様
式
と
推
定
さ
れ
る
木
葉
文
土
器
片

の
出
土

具

り

出

漕

膿

嘉

醐

な
ど
か
ら
、
前
期
末
葉
の
脇

"
.す
る
説
も
出

さ

れ

て

い

モ

ま

鴛

駈

歎

擁

し
て
咲

紀
一兀。別
一。
。
年
肱馴
後
の
。
う
と

轡
ぞ

ま

ロ
け

撃

、

㌔

島
県
干
の
弥

生
圭
器
の
細
別
は
第
3
表
の
と
お
,
で
あ

瀦

、

、

凝

弥
蒔

代
の
遺
物
と
し
て
は
・
前
述

、
…

、
、総

、

ー

轡

稲

作

の

開

始

の
毒

石

器

の
ほ

か
・

ア

メ
リ

カ

辮

式
石
鯨

環
状
石
器

●
有
角
石
斧

●
勾
玉

.
篁

・
糸
を
防

・.

ぐ
紡
錘
車
な
ど
が
あ

る
。
と
く

に
石
庖
丁
は
、
稲

の
穂
刈
り

。

に
用

い
た
も

の
と
い
わ
れ
、
農
耕
を
裏
付
け
る
資
料
と
さ
れ

毒

慮
臨

鞭

,,

.

て
熱

岡
県
蕪

蓼

の
湿
地
遺
跡
か
良

木
製

の
鋤

・
鍬

・
三
本
鍬

・
田

下
駄

・
臼

・
タ

テ
杵

・
機

織

(
部
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雛
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農

馨

蕊

難
鰍
麟

嘱

、

鼻絆

銅 鉾 神戸市桜ケ丘 ・神戸ll泣考占館蔵

銅 剣(右)岡 山県喩珈山出土(中)香

川県瓦谷出土 ・東京国立博物館蔵(左)

兵庫県古津呂 ・文化庁蔵

 

術
的
要
素
を
強
く
備
え
た
も
の
と
思
わ
れ
、

格

の
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

物

の
吸
収
、

率
者

へ
と
成
長
し
て
い

っ
た
。

の
統
率
者

へ
と
仲
展
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

西
日
本
に
は
、
畿
内
を
中
心
と
す

る
銅
鐸

の
分
布
圏
、
北
九
州
を
中
心
と
す
る

刃
幅

の
広

い
銅
剣

・
銅
鉾

・
銅
矛
な
ど

の
分
布
圏

の
存
在
が
知
ら
れ

て
い
る
。

こ

れ
ら
の
銅
器
は
、

い
ず
れ
も
非
実
用
的
な
国
内
製

の
も
の
で
あ
り
、
祭
器
と
考
え

ら
れ
、
前
述
の
共
同
体

の
祭
器
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

「魏
志
倭
人
伝
」
に
み
え
る
耶
馬
台
国
を
は
じ
め
と
す
る
小
国
家
群

の
記
述
に

つ
い
て
は
、
弥
生
時
代
後
期
の
西
日
本
の
社
会
的
形
態
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
も

分
)、
そ

の
他

各

種

の
什
器
と
と
も
に
、
杭

・
矢
板
で
築

い
た
水
田

跡
、
高
床
建
物
の
部
材
な
ど
が
発
見

さ
れ
、
弥
生
時
代
に
お
け
る
稲

作
を
主
体
と
す
る
農
業
技
術
発
達
の
状
況
と
、
日
常
生
活

の
あ
り
様

を
明
確

に
し
て
い
る
。

農
業
技
師

の
向
上
と
と
も
に
、
開
田

・
灌
概

・
排
水
の
工
事
の
た

め
に
は
、
共
同
作
業
が
必
要

で
あ
り
、
水
源
の
確
保
な
ど
の
た
め
に

は
、

一
つ
の
集
落
共
同
体

の
枠
を
こ
え
て
、
共
同
体
相
互
の
協
力
や

結
火
も
必
.要
と
さ
れ
、
や
が

て
各
地
域

に
統
率
者
が
生
ま
れ
た
。
当

時
の
農
業
は
、
近
代
ま
で
み
ら
れ
た
農
業
予
呪
が
示
す
よ
う

に
、
呪

初
期

の
統
率
者

は
呪
術
性

の
強
い
性

し
か
し
、
西
日
本
に
お
い
て
は
、
大
陸
の
文

さ
ら
に
稲
作
技
師

の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
よ
り
大
き
な
共
同
体
の
統

さ
ら
に
は
統
率
者

の
連
合
体
、
あ
る
い
は
連
合
体
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の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
東
日
本
に
お
い
て
は
、
ま
だ
強
力
な
共
同
体
組
織

の
存
在
を
示
す
資
料
は
発
見
さ
れ
て
い
な

い
。

弥
生
時
代
の
牡
種
な
墓
跡
と
し
て
、
方
形

に
溝
を
巡
ら
し
、

一
辺
が
数

メ
ー
ト
ル
か
ら
約

二
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
方
形

弥
生
時
代

の
墓
跡

の
地
域
を
区
画
し
、
内
部

に
土
横
を

つ
く

り
、
死
者
を
埋
葬

し
た
方
形
周
溝
墓
と
よ
ぽ
れ
る
も

の
が
あ
る
。
方
形
周
溝

墓
は
、
弥
生
時
代

か
ら
古
墳
時
代
ま
で
築
造
さ
れ
る
が
、
被
葬
者

は

一
般
人

で
は
な
く
共
同
体

の
特
殊
な
位
置
に
あ

っ
た
人
物
と

推

定

さ

れ

る
。
弥
生
時
代
の
方
形
周
溝
墓
は
、
関
東
地
方
以
西
で
は
発
見
さ
れ

て
い
る
が
、
本
県
内
で
は
未
発
見
で
あ
り
、

こ
の
点
か
ら
も
東
北
地
方
の

弥
生
時
代

に
階
級
制
度

の
萌
芽

を
う
か
が
う
こ
と
は
ま
だ
で
き
な

い
と
い
え

よ
う
。

!《 ミ謬騰 影灘＼
第3図 会津若松市墓料遺跡 亀 臨

出土の木葉文土 器

(『墓料』会津 宇'1松市教育委員会 より)

二

弥
生
時
代

の
遺
跡
と
生
活

O

弥
生
時
代
中
期

(
口
黒

吉
明
)

会
津
若
松
市

の
墓
料
遺
跡
か
ら
再
葬
墓
に
埋
納
さ
れ
た
古
式

の
弥
生
土
器
と
と
も

弥
生
文
化

の
波
及

に
、
木
葉
文

の
付

い
た

一
片

の
土
器
が
発
見
さ
れ
た
。
木
葉
文

は
、
畿
内
第
-
様

式
土
器

に
用

い
ら
れ
る
文
様
で
あ
り
、
弥
生
時
代
前
期

に
位
置
付

け
ら
れ
る
可
能
性
が
高

い
。
ま
た
矢
吹

町
の
東
南

か
ら
僅

か
の
距
離

に
あ
る
石
川
町
の
鳥
内
遺
跡

か
ら
は
、
畿
内
第
-
様
式

の
器
形

に
類
似
す
る

壺
形
圭
器
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
本
県
内

へ
の
弥
生
文
化

の
波
及

の
時
期
が
、
前
期

の
後
葉
ま
で
遡

る
可

能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
墓
料

の
木
葉
文
土
器
ル

の
出
土
状
況
が
不
明

で
あ
り
、
鳥
内
遺
跡

の
壺
形
土
器

は
、
関
東

・
東
海
東
部

に
類
例
が
な
く
、
現
鴫
点

で
は
畿
内
第
-
様
式
と

の
関
連
を
論
証
す
る

に
は
困
難

で
あ
る
。
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欝
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騰薫ア・

弥生式土器 明新中 ・平林出土
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矢
吹
町

の
弥
生
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、
新
発
見
の
明
新
の
平
林
遺
跡

を
加
え
る
と

二
二
遺
跡
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

矢

吹

町

の

こ
の
う
ち
、
平
林
遺
跡

・
赤
沢
山
遺
跡

(
一
部
)

・
北
釜

(目
黒

の
記
録
で
は
、
稲
荷
釜

に
な

っ
て
い
る
が
、
地
名
表

弥

生

時

代

遺

跡

で
は
古
式
弥
生

の
遺
跡

は
北
釜
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
遺
跡
名
変
更
と

み
な
す
)
遺
跡

か
ら
は
、
太

い
沈
線
と
磨
消
縄

文

手
法
と
を
併
用
し
た
古
式

の
弥
生
土
器
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。
平
林
遺
跡

の
土
器
は
、
小
形
壷

の
完
形
品
で
あ
り
、
胴
部

に
連
続
す
る
山
形

文

を
施
し
、
底
部
に
は
木
葉
の
圧
痕
が
み
ら
れ
る
。
北
釜
遺
跡

の
土
器
は
、
細

頸
壷

の
口
頸
部
で
あ
り
、

口
縁
部

に
磨
消
緒
文

手
法

に
ょ
る
菱

第三章 弥 生 時 代

!

管 玉

中畑字国神 ・萱山

遺跡出上

羅難難藝
ρ

.

〆
審働 駕

 

、

、緬鰹
糧,.鰹,,

200口,o

 

O

▽
ー

同

乃
.

㌔

第4図 郡山市柏山遺助咄 土の弥生時代中期の土器

形
文
を
描
い
て
あ
る
。

い
ず
れ
も
断
片
的
な
資
料

で
あ

り
、
弥
生
時
代
中
期
前
葉

の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、

遺
跡

の
性
格

は
不
明

で
あ
る
。

萱
山
遺
跡

・
一
本
木
遺
跡

・
愛
宕
下
遺
跡

・
赤
沢
山

遺
跡

(
一
部

の
土
器
)
な
ど
か
ら
発
見
さ

れ

た

土

器

は
、
細
い
沈
線
で
囲

ん
だ
縄
文
帯
で
渦
文
や
菱
形
文
を

描

い
た

一
群
と
、
細

い
沈
線

の
み

(縄
文
帯
を
省
く
)

で
渦
文
等
を
描
い
た

一
群
と
が
あ
る
。
器
形
は
、
細
頸

壺
と

一
本
木
遺
跡
出
土

の
よ
う
な
縄
文

の
み
を
施
し
た

甕

が
主
体
で
あ
り
、
こ
れ
に
高
杯

や
小
型
鉢
な
ど
が
伴

う
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
土
器
群

は
、
中
期

中
葉

に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
な
お
、
萱
山

遺

跡

か

ら

は
、
大
型
の
管
玉
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
管
玉
は
、
小

竪
穴
墓
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
萱
山
遺
跡

は

墓
跡

の
可
能
性
が
あ
る
。
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懸

。
、漂

へ
'

松 中 鐸

参 甥i脳

、
醜
、

撃

鼻

ぐ
…

鄭

　

ア

ド

議
羅

、

羅

鰯

-
.
㍗
灘

!
で
ψ

〃

、
馨

、
響

ボ

難

鰹

、

鱗
議

鰯

恩

乳

一

↓

大
和

久

〃

五

量灘醸 題
小竪穴墓群 石川町・鳥内遺跡出土
(石川教育委員会提供)

次

に
大
久
保
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
『矢
吹
町
史

第

2
巻
』

に
、
大
久

保
遺
跡

の
調
査

に
際
し
、
土
師
器
を
伴
う
住
居
趾

の
下
層
か
ら
弥
生
土

器
を
伴
う

一
辺

三
メ
ー
ト
ル
の
竪
穴
住
居
趾
が
確
認
さ
れ
た
旨

の
記
載

が
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
遺
構
は
未
調
査
で
あ

り
、
ま
た

一
辺
三

メ
ー

ト
ル
の
規
模
は
弥
生
時
代
の
竪
穴
住
居
堆
と
し
て
は
や
や
小
規
模
で
あ

り
、
住
居
趾
と
断
定
す
る
こ
と

は
困
難

で
あ
る
。
時
期
は

不

明

で

あ

る
。
そ
の
他

の
遺
跡

に
つ
い
て
は
、
時
期

・
性
格
等

は
不
明

で
あ
る
。

矢
吹
町
内

の
弥

生
遺
跡
の
分
布
を
地
区
別

に
見

弥
生
時
代
の
生
活

る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

神
田
地
区

一

矢
吹
地
区

二

明
神

〃

一

中
畑
新
田

〃

一
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弥
生
遺
跡
が
中
畑

・
松
倉
地
区
に
集
中
し
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

そ
の
原
因
の

一
つ
に
石
井
亘
氏
に
よ
り
同
地

の
分
布
調
査
が
詳
細

に
実
施

さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
基
本
的
な
問
題
と
し
て
松
倉
↓
中
畑
と
流
れ
る
泉
川
流
域
が
、
弥
生
時
代
と
く

に
中
期
の
農

業
経
営
上
、
最
適

の
環
境
で
あ

っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
地
区

の
遺
跡

は
、
標
高

三
〇
〇

メ
ー
ト

ル
前
後
の
丘
陵
上
あ
る
い
は
微
高
地
等
に
立
地
し
て
お
り
、
そ

の
周
辺
に
は
標
高

二
八
〇
か
ら

三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
泉
川

の
氾
濫
原
、
あ
る

い
は
泉
川

に
集
水
さ
れ
る
低
湿
地
が
存
在
し
て
い
る
。

ま
た
泉
川
流
域

の
沖
積
面
は
、
広
大
な
阿

武
隈
流
域
と
異
な
り
、
地
形
的
に
小
規
模
な
農
業
土
木
力
で
水
田
経
営

を
可
能

に
す
る
条
件
を
備
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
好
条

件
が
弥
生
中
期
中
葉
に
な

っ
て
遺
跡
数

の
増
加
を
み
た
原
因
で
あ

っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
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弥
生
時
代
の
人
々
は
、
泉
川
流
域
で
灌
瀧

・
排
水

の
容
易
な
低
湿
地
を
選

び
、
矢
板

や
杭
で
畦

を
築
き
、
木
製

の
鍬

・
鋤

・
三
本
鍬

・
田
下

駄
な
ど
を
用
い
て
水
田
経
営
を
行
い
、
秋

に
は
石
庖
丁
で
稲

の
穂

を
刈
り
取

っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

集
落

は
、
数
軒
単
位
の
竪
穴
住
居
を
構
え
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
銅
鐸

に
は
高
床
式

の
建
物
が
描
か
れ

て
お
り
、
登
呂
遺
跡

で
も
高
床
式

建
物

の
存
在
が
明
確

に
な

っ
て
お
り
、
集
落
内

に
は
高
床
式
建
物
も

つ
く
ら
れ
、
籾

の
貯
蔵
な
ど
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
弥
生
時
代

以
来
、
米
が
主
食
と
さ
れ
た
が
、
当
時

の
農
業
技
術
で
ど

の
程
度

の
収
穫
が
あ

っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
と
く

に
東
北
地
方
で
は
、
多
く

の
収
穫
は
望

め
ず
、
縄
文
時
代

に
引
き
続
き
、
狩
猟
や
自
生
植
物

の
採
集
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

弥
生
時
代

の
墓
跡
と

し
て
は
、
小
竪
穴
墓

・
土
器
棺
墓

・
土
墳
墓
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
る
。
矢
吹
町
の
東
南
端
に
接
す
る

弥

生

時

代

の
墓

石
川
町
鳥
内
遺
跡

か
ら
は
、
多
数
の
小
竪
穴
墓
が
発
掘
さ
れ
た
。
小
竪
穴
墓
は
、
直
径

一
～

ニ
メ
ー
ト
ル
程
度

の
小
竪

穴

か
ら
土
器
が

一
～

一
〇
個
前
後
埋
納
さ
れ

て
発
見
さ
れ
る
も

の
で
、
土
器
に
埋
納
さ
れ
た
人
骨
は
、

ほ
と
ん
ど
腐
敗
し
、
発
見

さ

れ

な

い

が
、
須
賀
川
市
牡
丹
平
遺
跡

か
ら
、
男
性
成
人
骨

ほ
ぼ

　
体
分
が
倒
立
し
た
弥
生
土
器
に
入

っ
て
発
見
さ
れ
た
。
土
器
は
高
さ
が
約

二
九

セ
ン

チ
の
甕

で
あ
り
、
成
人
骨
は
軟
体
部
が
取
り
除

か
れ
、
洗
骨

の
う
え
再
葬
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
洗
骨
前
の
処

理
が
ど
の
よ
う
な
経
過

が
行
わ
れ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
東

日
本

の
弥
生
時
代
中
期
に
は
小
竪
穴
墓

・
土
器
棺
墓
な
ど
に
よ
る
再
葬
が

]
般
的

に
行
わ
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
な
お
牡
丹
弔
遺
跡
出
土
人
骨

は
抜
歯

を
行

っ
て
お
り
、
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代

に
抜
歯

の
風
習
が
引
き
継
が
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な

っ
た
。

再
葬
墓
か
ら
は
、
管
玉
や
勾
玉
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
す
べ
て
の
墓
跡
に
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
玉
類
を
合
葬
さ
れ
る
特
殊
な
人
物

が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
管
玉
の
う
ち
太
型

・
中
型
の
も

の
が
意
識
的
に
破
砕
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
死
者
が
現
世

へ

復
帰
す
る
の
を
断

つ
た
め
と
も
考
え
ら
れ
、
単
純

に
副
葬
品
と
す
る
こ
と

に
は
検
討

の
余
地
が
あ
る
。
玉
類
を
所
持
す
る
特
殊
な
人
物
が
存
在

し
た
が
、
葬
制
の
う
え
で
は
差
別
が
な
く
、
同

一
の
取
扱
い
を
う
け
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
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時
代
後
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第三章 弥 生 時 代

昭
和

二
十

五
年
、
白
河
市
久
田
野

の
豆
柄
山

の
山
頂
か
ら
多
数

の
土
器
が
発
見
さ
れ
た
。
故
藤
田
定
市

・
故
岩
越

二
郎

天

王

山

式

土

器

に
よ
り
調
査
収
集
さ
れ
た
。
遺
跡

の
立
地
も
周
辺

の
水
田
面
と

の
比
高

八
〇

メ
ー
ト
ル
と
い
う
特
異
性
と
と
も

に
、
土

器
も
従
来

の
知
見
に
は
な

い
も
の
で
あ

っ
た
。
土
器
と
と
も
に
炭
化
米
や
炭
化
ク

ル
ミ

・
炭
化

ク
リ

・
樹
皮
な
ど
の
植
物
質
遺
物
な
ど
も
発
見

さ
れ
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
式
石
鍛

・
管
玉

・
環
状
石
器

・
紡
錘
車
な
ど
も
発
見
さ
れ
た
。
と
く
に
弥
生
時
代
の
米

の
発
見
と
し
て
重
視
さ
れ

た
。土

器
の
特
色
と
し
て
は
、
縄
文
土
器
の
工
字
文

の
影
響
を
強
く

の
こ
し
て
い
る
こ
と
磨
消
縄
文
手
法

を
も

つ
こ
と
、
浮
線
鋸
歯
文

を
多
用
す

る
こ
と
、
甕

(あ
る
い
は
広

口
壷
)

に
施
文
が
あ
り
大
型
壷
に
加
飾
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
縄
文

の
条
が
縦
か
横
方
向
を
示
す
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
た
。
縄
文
要
素
が
強

い
た
め
古
式
弥
生
土
器
と
も
考
え
ら
れ
た
が
、
関
東
地
方

の
土
器
と

の
対
比
等
に
よ

っ
て
、
現
在
で
は
天
王
山
式

土
器
と
し
て
後
期
初
頭

へ
位
置
付
け
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら

に
天
王
山
式
系

の
土
器
は
、
三
型
式

ほ
ど

の
推
移
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
矢
吹
町

の
西
南

に
接
す
る
泉
崎
村

の
踏
瀬
大
山
遺
跡

の
遺
物

が
そ

の

】
つ
で
あ
る
。
遺
跡
は
、

三
方
を
水
田

に
囲
ま
れ
た
独
立
丘
陵
上
に
あ
り
、
比
高
は
二
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
る
。
土
器

は
、
天
王
山
式

土
器
と
強
い
関
連
を
も

つ
が
、
磨
消
縄
文

の
単
純
化
、
浮
線
鋸
歯
文

の
退
化
な
ど

の
相
違
点
が

み
ら
れ
る
。

矢
吹
町
内

か
ら
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
天
王
山
式
系
の
遺
物
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
天
王
山
式
系

の
遺
跡
は
前
述

の
よ
う
に
平
地
と
の
比
高

差
の
あ
る
丘
陵
上

に
立
地
す
る
こ
と
が
多
く
、
発
見
さ
れ

に
く
い
点
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
泉
崎

の
踏
瀬
大
山
遺
跡

の
存
在
が
示
す

よ
う

に
当
町
内

に
も
必
ず
発
見
さ
れ

る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

中
期
末

の
土
器
と
天
王
山
式
土
器
を
比
較
す
る
と
大
き
な
問
題
点
が
う
か
ぶ
。
中
期
末

の
土
器
は
、
中
期
初
頭
に
引
継

01

問

題

点

い
だ
縄
文
土
器

の
工
字
文

の
要
素
を
、
平
行
工
具
に
よ
る
渦
文

・
菱
形
文
な
ど
に
変
化
さ
ぜ
て
お
り
、

工
字
文

要
素

の

ー
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強

い
天
王
山
式
土
器

へ
の
垂
直
的
な
変
化

は
考
え
ら
れ
な

い
。
種

々
の
問
題
か
ら
天
王
山
式

土
器
は
、
東
北
南
部
か
ら

の
弥
生
文
化

の
影
響
を

う
け

て
東
北
地
方
北
部

で
形
成
さ
れ
た
北
方
的
弥
生
文
化
が
、
逆

に
南
下
し
本
県
南
部
ま
で
波
及
し
た
と
想
定
し
た
い
。
環
状
石
器

・
ア
メ
リ

カ
式
石
鍛

な
ど
も
、
よ
り
縄
文
的
要
素
で
あ
り
、
北
方
的
要
素
と
み
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
天
王
山
式
系

の
土
器
は
、
東
北
地
方

に
広
く
分
布
し
て
お
り
、
中
期

の
地
域
性
が
薄
れ
、
東
北

一
円
が
共
通
の
文
化
的
基
盤
に
の
ぼ

っ

た
よ
う
に
思
え
る
。
天
王
山
式
系
文
化
の
南
下
に
は
、
大
き
な
社
会
的
変
動
を
考
慮
さ
せ
る
も

の
が
あ
る
。
軍
事
的
な
支
配
と

か
、
少
数

の
人

口
移
動
等

に
よ
る
も

の
と
理
解
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
南
下
し
た
天
王
山
式
系

の
文
化

に
は
、
経
済
的
に
強

い
力
が
あ

っ
た

の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
西
日
本
で
は
銅
鐸

・
銅
鉾
等
の
分
布
圏
が
推
定
さ
れ

て
い
る
が
、
東
北
地
方

に
も
共
通

の
祭
祀
を
行
う
連
合
体
的
な
も

の
の
存
在
を

考
え
る
こ
と
は
困
難

で
あ
ろ
う

か
、
独
立
丘
陵
上

に
立
地
す
る
天
王
山
系
遺
跡
の
性
格
解

明
と
と
も
に
今
後

の
研
究

に
待
ち
た

い
。

(目
黒

吉
明
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